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称
名
寺
所
蔵
『
法
門
大
綱
』
に
お
け
る
禅
門
に
つ
い
て
の
考
察

古

瀬

珠

水

称
名
寺
蔵
『
法
門
大
綱
』
に
つ
い
て
は
、
一
九
七
四
年
、
河
村
孝
道
氏
が
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
仏
典
第
一
巻
禅
籍
篇(１)』（
以
下
、

『
金
沢
禅
籍
篇
』）
に
そ
の
解
題
を
著
し
て
以
来
、
詳
し
い
研
究
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
筆
者
は
当
論
文
に
先
だ
っ
て
、
第
六
十

六
回
印
度
学
仏
教
学
大
会
（
於
・
高
野
山
大
学
）
で
「
金
沢
文
庫
蔵
『
法
門
大
綱
』
に
お
け
る
禅
思
想
」
の
題
目
で
発
表
し
、
後
に

「
称
名
寺
所
蔵
『
法
門
大
綱
』
に
お
け
る
禅
思
想
」
と
い
う
題
名
に
変
え
て
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
六
四
巻
第
一
号
に
掲
載
し

た
。
本
論
文
で
は
、
上
記
の
拙
論
で
詳
し
く
論
証
し
き
れ
な
か
っ
た
部
分
を
補
足
す
る
。
特
に
第
一
節
「
禅
門
宗
に
つ
い
て
」
で
は
、

『
法
門
大
綱
』
の
著
者
が
提
示
す
る
「
禅
門
宗
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
第
二
節
「
一
行
三
昧
に
つ
い
て
」
で
は
、「
坐
禅
」
と
「
念

仏
」
の
組
み
合
わ
せ
を
修
行
の
要
点
と
し
て
い
た
点
に
つ
い
て
論
じ
る
。
第
三
節
「『
成
等
正
覚
論
』
と
『
見
性
成
仏
論
』
と
の
比

較
」
で
は
、
同
じ
称
名
寺
蔵
の
『
見
性
成
仏
論
』
や
『
成
等
正
覚
論
』
と
比
較
し
、『
法
門
大
綱
』
が
そ
れ
ら
と
は
異
な
る
要
素
を

有
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
尚
、
二
〇
一
五
年
十
一
月
二
十
日
、
横
浜
市
金
沢
文
庫
に
て
『
中
世
禅
籍
叢
刊
』
第
十
巻
「
稀

覯
禅
籍
集
」（
臨
川
書
店
）
編
集
の
た
め
、
執
筆
者
一
同
が
会
し
原
本
を
閲
覧
し
た
。
そ
の
結
果
、『
法
門
大
綱
』
は
中
盤
で
「
中
欠
」

が
あ
る
こ
と
や
、
後
半
部
分
は
別
人
の
筆
跡
で
あ
る
こ
と
が
諸
先
生
方
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
。
詳
し
く
は
、
石
井
修
道
氏
に
よ
る

同
書
（
二
〇
一
七
年
刊
行
予
定
）
の
『
法
門
大
綱
』
の
解
題
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。（『
法
門
大
綱
』
は
影
印
本
を
元
に
『
金
沢
禅
籍

篇
』
の
翻
刻
を
参
考
に
し
、
読
み
や
す
い
よ
う
に
漢
字
と
ひ
ら
が
な
交
じ
り
の
訓
読
文
に
変
え
た(２)。
判
読
不
明
な
文
字
は
□
で
示
し
た
。
更
に
理
解

仙
石
山
仏
教
学
論
集
第
八
号

平
成
二
八
年
三
月
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し
や
す
い
よ
う
に
『

』、「

」
な
ど
も
加
え
た
。
漢
字
表
記
は
『
金
沢
禅
籍
篇
』
の
翻
刻
に
倣
っ
た
。
異
体
字
は
通
常
の
字
体
に
変
え
た
。）

一
、「
禅
門
宗
」
に
つ
い
て

１
「
達
磨
の
肉
骨
髄
得
法
説
」

『法
門
大
綱
』
の
最
初
の
部
分
（『
金
沢
禅
籍
篇
』
二
一
一
頁
上
袞
下
）
は
、
世
尊
か
ら
西
天
二
十
八
祖
、
達
磨
に
法
を
相
伝
し
た

こ
と
を
述
べ
、
そ
の
相
伝
し
た
内
容
が
「
肉
骨
髄
」
で
あ
る
こ
と
を
叙
述
す
る
。
し
か
も
、「
顕
」「
密
」
と
比
較
し
「
末
後
に
心
を

伝
え
て
遺
法
の
本
宗
と
為
す
禅
門
宗
」
を
「
本
宗
」
と
し
て
い
る
点
は
見
逃
せ
な
い
。
以
下
、
該
当
部
分
で
あ
る
。

伏
し
て
以
れ
ば
、
世
尊
在
世
八
十
年
の
間
、
一
々
の
化
儀
、
不
可
思
議
に
非
ざ
る
こ
と
無
し
。
十
九
に
し
て
城
を
超
へ
、
三
十

に
し
て
成
道
す
。
教
を
説
く
こ
と
四
十
九
年
、
三
百
六
十
餘
會
有
り
。
初
め
華
嚴
経
の
上
機
化
を
受
け
、
鹿
苑
に
諦
を
説
き
、

雙
樹
に
常
を
顯
す
。
中
間
處
□
權
實
相
ひ
攝
す
。
若
し
く
は
顯
、
若
し
く
は
密
、
皆
大
事
を
成
ぜ
ん
が
爲
な
り
。
末
後
に
心
を

傳
へ
て
遺
法
の
本
宗
と
為
す
。
西
天
の
二
八
祖
、
次
第
相
承
す
。
達
磨
、
東
に
来
た
り
て
震
旦
に
化
を
興
す
。
三
人
の
上
足
有

り
。
尼
惣
持
は
肉
を
得
た
り
、
道
育
は
骨
を
得
た
り
、
慧
可
は
髄
を
得
た
り
。（『
金
沢
禅
籍
篇
』
二
一
一
頁
上
）

次
に
、
上
記
の
達
磨
の
「
肉
骨
髄
」
得
法
説
に
つ
い
て
『
法
門
大
綱
』
の
著
者
は
以
下
の
よ
う
に
釈
す
。

慧
可
の
所
解
に
云
く
「
本
よ
り
煩
惱
無
し
、
元
と
是
れ
菩
提
。」
と
。
意
の
云
く
、
煩
惱
は
妄
に
依
る
。
妄
躰
は
本
よ
り
空
な

り
。
此
の
空
寂
の
理
は
、
靈
知
を
自
ら
具
す
。
浄
法
苑
然
な
り
。
是
を
菩
提
と
名
く
。
菩
提
亦
た
相
無
し
。
況
や
生
滅
を
論
ぜ

ん
や
。
真
心
、
獨
り
明
ら
か
に
し
て
變
易
す
べ
か
ら
ず
。
故
に
云
う
、「
本
よ
り
煩
惱
無
し
、
元
と
是
れ
菩
提
。」
と
。
道
育
の

云
く
「
迷
へ
ば
即
ち
煩
惱
、
悟
れ
ば
即
ち
菩
提
。」
と
。
本
よ
り
覚
性
有
り
と
雖
も
、
不
覚
を
以
て
の
故
に
、
動
心
忽
ち
に
轉

ず
。
生
死
廣
博
な
り
、
生
死
は
相
空
に
し
て
覚
性
を
離
れ
ず
。
覚
性
動
ぜ
ざ
れ
ば
、
無
漏
現
前
す
。」
と
。
惣
持
の
云
く
「
煩

称
名
寺
所
蔵
『
法
門
大
綱
』
に
お
け
る
禅
門
に
つ
い
て
の
考
察
（
古
瀬
）
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惱
を
断
じ
て
、
菩
提
を
得
」
と
。
一
切
の
衆
生
は
煩
惱
を
躰
と
為
す
。
法
性
を
具
す
と
雖
も
、
現
前
す
る
に
由
無
し
。
妄
を
息

め
、
真
を
觀
じ
、
佛
の
菩
提
を
顯
す
。
是
れ
を
修
道
と
為
す
と
。
皆
是
れ
大
乘
の
所
解
、
利
鈍
を
自
ら
別
す
な
り
。（『
金
沢
禅

籍
篇
』
二
一
一
頁
上
袞
下
）

上
記
の
「
肉
骨
髄
」
得
法
説
に
関
し
て
、
拙
稿
で
は
最
澄
撰
『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』（
以
後
『
血
脈
譜
』）
か
ら
の
引
用
と
考

え
た(３)。『
法
門
大
綱
』
が
比
叡
山
蔵
の
禅
籍
を
見
て
い
る
こ
と
は
、
後
半
部
分
に
最
澄
由
来
の
禅
籍
及
び
円
仁
や
円
珍
将
来
禅
籍
に

つ
い
て
の
記
述
が
あ
る(４)こ
と
か
ら
確
か
で
あ
ろ
う
。
更
に
、
円
仁
や
円
珍
将
来
目
録
等
に
は
神
会
撰
『
菩
提
達
磨
南
宗
是
非
論
』、

同
『
南
陽
和
尚
雑
徴
義
』、
同
『
荷
沢
和
上
禅
要
』
が
掲
載
さ
れ(５)、『
法
門
大
綱
』
の
著
者
が
こ
れ
ら
を
読
み
、
禅
の
教
え
と
し
て
理

解
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、「
肉
骨
髄
」
得
法
説
に
加
え
そ
の
解
釈
は
、
圭
峯
宗
密
撰
の
『
裴
休
拾
遺
問
』
に

「
尼
惣
持
、
断
煩
惱
、
得
菩
提
。
道
育
、
迷
即
煩
惱
、
悟
即
菩
提
。
慧
可
、
本
無
煩
惱
、
元
是
菩
提
。」
と
説
か
れ(６)、『
法
門
大
綱
』

の
釈
と
同
様
で
あ
る
。『
法
門
大
綱
』
で
は
「
尼
惣
持
」
が
「
惣
持
」
と
な
っ
て
は
い
る
が
、
そ
の
解
釈
か
ら
『
血
脈
譜
』
か
ら
の

引
用
と
す
る
よ
り
も
、
や
は
り
宗
密
の
著
作
に
依
っ
た
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

石
井
修
道
氏
に
依
れ
ば
、『
裴
休
拾
遺
問
』
で
の
「
肉
骨
髄
」
得
法
説
は
宗
密
の
禅
相
判
釈
に
当
て
、
得
法
の
深
浅
を
云
う
と
い

う
。「（
尼
）
惣
持
」
の
「
断
煩
惱
、
得
菩
提
」
を
北
宗
禅
に
、
道
育
の
「
迷
即
煩
惱
、
悟
即
菩
提
」
を
牛
頭
禅
に
、
そ
し
て
慧
可
の

「
本
無
煩
惱
、
元
是
菩
提
」
を
南
宗
禅
の
立
場
と
し
て
い
る(７)。
し
か
し
、『
法
門
大
綱
』
で
は
、
三
人
の
得
法
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
を

解
説
し
た
後
、「
皆
是
れ
大
乘
の
所
解
、
利
鈍
を
自
ら
別
す
な
り
。」
と
言
い
、
三
通
り
の
方
法
は
「
大
乘
の
所
解
」
で
あ
る
と
言
う
。

ま
た
、「
利
鈍
を
自
ら
別
す
な
り
」
と
言
い
、
各
々
の
「
利
鈍
」
に
よ
っ
て
得
法
が
異
な
る
こ
と
を
解
釈
し
た
の
み
で
、
禅
相
判
釈

ま
で
意
味
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。

『法
門
大
綱
』
の
「
肉
骨
髄
」
得
法
説
に
お
け
る
慧
可
の
「
本
無
煩
惱
、
元
是
菩
提
」
は
、
煩
悩
で
あ
る
体
は
空
で
あ
り
、
そ
の

空
の
理
は
「
霊
知
を
自
ら
具
し
、
体
は
空
で
あ
る
が
、
そ
の
元
と
な
る
理
に
は
真
心
が
あ
り
、
変
わ
る
こ
と
は
無
い
」
と
言
い
、
宗

称
名
寺
所
蔵
『
法
門
大
綱
』
に
お
け
る
禅
門
に
つ
い
て
の
考
察
（
古
瀬
）
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密
の
『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』（『
都
序
』）
の
「
顕
示
眞
心
即
性
教
」
の
説
明
の
中
に
「
是
の
如
く
心
を
開
示
し
、
即
ち
是
れ
靈
知
の
心

は
即
ち
真
性
に
し
て
仏
と
異
な
る
こ
と
無
し(８)」
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
に
し
て
、
如
来
蔵
思
想
に
立
脚
し
て
解
説
し
て
い
る
。
ま
た
、
慧

可
の
「
本
無
煩
惱
」
の
本
覚
の
立
場
に
立
て
る
人
は
、
所
謂
、
上
根
の
人
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
次
の
道
信
の
「
迷
即
煩
惱
、
悟

即
菩
提
」
は
上
記
の
慧
可
の
本
覚
の
状
態
を
保
て
ず
、
不
覚
に
陥
っ
て
煩
悩
を
起
こ
す
、
所
謂
、
中
根
の
人
を
指
し
て
い
る
。
最
後

の
惣
持
の
「
断
煩
惱
、
得
菩
提
」
は
、
凡
夫
が
煩
悩
を
中
心
に
考
え
、
正
し
い
法
が
あ
る
と
言
っ
て
も
気
づ
か
ず
に
い
る
。
所
謂
、

下
根
の
人
を
指
し
、
そ
の
人
に
は
「
妄
を
息
め
、
真
を
觀
じ
、
佛
の
菩
提
を
顯
す
。」
と
止
観
修
行
を
勧
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

２
「
諸
教
の
説
明
」

諸
教
の
説
明
の
前
に
は
、
仏
の
教
え
の
前
の
中
国
の
孔
子
・
老
子
を
「
旧
医
外
道
」
と
呼
び
、
仏
の
教
え
を
「
如
来
の
新
医
」
と

呼
ん
で
い
る
。「
旧
医
外
道
」
で
は
「
人
執
を
破
ら
ざ
る
が
故
に
、
三
界
を
免
れ
ず
」
と
言
い
、
仏
法
が
「
正
し
く
出
世
の
道
を
教

ふ
」
と
、
以
下
の
如
く
述
べ
る
。

佛
、
世
に
出
で
た
ま
は
ざ
り
し
已
前
に
は
、
舊
く
醫
外
道
有
り
て
理
を
説
き
道
を
談
ず
。
西
天
の
三
類
、
東
土
に
来
た
ら
ず
。

震
旦
の
三
聖
、
其
の
教
え
久
し
く
傳
わ
れ
り
。
孔
子
、
五
常
を
宣
ぶ
。
是
を
儒
教
の
本
祖
と
為
す
。
老
子
は
虚
無
に
歸
し
、
庄

生(９)は
自
然
を
説
く
。
此
の
二
聖
同
じ
く
道
家
を
稱
す
。
皆
是
れ
心
を
和
げ
、
悪
を
防
ぐ
を
、
至
道
の
契
胤
と
為
す
。
然
れ
ど
も
、

人
執
を
破
ら
ざ
る
が
故
に
、
三
界
を
免
れ
ず
。
如
来
の
新
醫
、
正
し
く
出
世
の
道
を
教
ふ
。
漸
蕩
執
無
く
、
一
心
の
門
に
入
る
。

（『
金
沢
禅
籍
篇
』
二
一
一
頁
下
袞
二
一
二
頁
上
）

諸
宗
の
説
明
で
は
、「
小
乗
」、「
方
等
」、「
般
若
」、「
法
華
」、「
真
言
」、「
涅
槃
（
経
）」、「
華
厳
」、「
釈
論
（『
釈
摩
訶
縁
論
』）」、

「
法
相
」、「
三
論
」
と
列
挙
し
、
仏
法
の
明
ら
か
に
す
る
部
分
が
異
な
る
こ
と
を
以
下
の
ご
と
く
述
べ
る
。

小
乘
の
法
執
は
、
報
土
を
隔
つ
と
雖
も
、
涅
槃
、
時
至
り
ぬ
れ
ば
、
佛
、
為
に
身
を
現
し
た
も
う
。
無
上
の
道
を
示
せ
ば
、
同

じ
く
菩
薩
の
位
に
契
ふ
。
方
等
に
は
假
を
詮
じ
、
般
若
に
は
空
を
説
き
、
法
華
は
實
を
明
か
す
。
迹
門
の
初
め
十
如
是
を
説
き
、

称
名
寺
所
蔵
『
法
門
大
綱
』
に
お
け
る
禅
門
に
つ
い
て
の
考
察
（
古
瀬
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妙
境
を
顯
す
。
衆
生
の
心
地
に
於
い
て
佛
の
知
見
を
開
示
す
。
仏
の
知
見
を
以
て
妙
境
に
悟
入
す
。
是
れ
出
世
の
本
懷
な
り
。

既
に
本
心
に
契
ひ
ぬ
れ
ば
諸
佛
と
一
例
す
。
佛
は
早
く
道
を
得
、
本
覚
の
性
に
同
ず
。
始
覚
の
果
無
き
が
故
に
無
始
無
終
。
是

れ
本
門
の
大
意
な
り
。
本
迹
は
髙
廣
、
唯
し
己
心
の
中
に
在
り
。
浄
心
に
こ
れ
を
見
れ
ば
、
聖
應
遠
か
ら
ず
。
又
、
法
愛
を
離

れ
、
浄
縛
を
蒙
る
こ
と
莫
れ
。
涅
槃
の
遺
属
、
遍
く
佛
性
を
示
す
。
是
れ
、
無
縁
の
知
を
指
す
。
真
言
の
秘
説
、
阿
字
を
門
と

為
す
。
即
ち
無
相
の
本
心
な
り
。
直
に
本
不
生
の
際
に
契
ふ
。
衆
教
の
頂
に
在
り
。
花
嚴
の
法
界
、
又
、
唯
心
の
妙
理
を
出
で

ず
。
釋
論
の
十
識
、
第
八
の
上
に
談
ず
。
終
に
一
心
の
躰
用
を
明
す
。
法
相
の
三
性
、
真
妄
の
二
心
を
顯
す
。
三
論
は
八
不
を

觀
じ
、
無
相
の
心
に
契
ふ
。（『
金
沢
禅
籍
篇
』
二
一
二
頁
上
袞
下
。
太
字
筆
者
）

諸
宗
の
説
明
の
後
に
「
禅
門
宗
」
に
つ
い
て
詳
し
く
説
く
。
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
諸
教
の
説
明
の
中
、「
浄
土
宗
」（
ま
た
は
念

仏
宗
）
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
又
「
天
台
」
と
言
わ
ず
、「
法
華
」
と
し
て
い
る
点
は
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
奥
書

の
年
代
か
ら
、『
法
門
大
綱
』
が
作
成
さ
れ
た
頃
（
一
一
八
九
年
）
に
は
、
既
に
法
然
の
称
名
念
仏
の
動
き
が
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る

が
、『
法
門
大
綱
』
の
著
者
が
考
え
る
念
仏
は
坐
禅
と
共
に
行
う
「
念
仏
定
」
で
あ
る
こ
と
が
、
以
下
「
禅
門
宗
」
の
記
述
か
ら
解

る
。

３
「
禅
門
宗
」

｢禅
門
宗
」
に
関
し
て
は
、
最
も
紙
幅
を
使
っ
て
述
べ
る
。
以
下
、
少
々
長
い
が
訓
読
文
を
掲
載
す
る
。

禅
門
宗
は
佛
々
祖
々
、
心
を
以
て
心
に
傳
ふ
。
不
立
文
字
。
是
れ
文
字
の
相
離
せ
る
な
り
。
正
語
を
以
て
心
を
指
す
。
心
を
得

て
詞
を
忘
る
。
心
に
依
り
て
佛
を
求
め
、
仏
を
得
て
心
を
忘
る
。
心
は
是
れ
名
。
其
の
躰
は
即
ち
知
な
り
。
心
、
何
物
を
か
知

る
。
即
ち
妙
境
を
知
る
。
妙
境
は
是
れ
佛
の
真
躰
。
即
せ
ず
離
せ
ず
。
知
は
是
れ
佛
の
用
。
衆
德
此
れ
に
從
り
て
成
ず
。
知
は

性
浄
の
理
を
泛
て
顯
わ
る
。
此
の
理
は
無
相
に
依
り
て
有
り
。
無
相
本
空
な
れ
ば
、
知
、
亦
、
所
得
無
し
。
所
得
無
き
を
以
て

の
故
に
、
無
上
菩
提
を
得
。
是
れ
即
ち
、
顯
密
の
肝
心
、
こ
れ
を
離
れ
て
別
の
躰
無
し
。
唯
、
未
だ
本
性
を
開
か
ず
、
分
別
執
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心
の
中
に
住
す
る
者
は
惣
じ
て
、
是
を
凡
夫
と
名
く
。
生
死
出
る
こ
と
難
き
な
り
。
縱
ひ
、
諸
教
を
学
す
と
雖
も
、
皆
悉
く
人

天
小
乘
の
歷
劫
迂
廻
の
行
に
属
す
。
若
し
、
又
、
善
友
の
開
示
に
依
り
て
、
無
念
の
知
見
を
悟
り
ぬ
れ
ば
、
諸
緣
、
頓
に
寂
し

て
法
界
洞
朗
な
り
。
目
に
觸
れ
、
耳
に
觸
れ
、
妙
境
に
非
ざ
る
こ
と
無
し
。
四
威
儀
の
中
に
於
い
て
常
に
佛
面
を
見
る
。
直
に

是
の
如
く
、
悟
入
す
る
者
の
念
々
寂
光
に
遊
び
、
新
々
妙
覚
を
顯
す
。
娑
婆
界
の
中
に
、
猶
、
思
ひ
難
き
事
有
り
。
況
や
實
心

を
も
て
理
を
觀
ぜ
む
、
豈
、
歡
喜
無
か
ら
ん
や
。
未
だ
眼
に
見
ず
と
雖
も
、
既
に
心
見
る
こ
と
了
々
な
り
。
道
に
於
い
て
勇
有

り
。
又
、
因
果
を
撥
せ
ず
。
邪
智
執
慢
、
何
に
因
て
か
生
ぜ
ん
や
。
是
を
深
般
若
を
行
ず
と
為
す
。
亦
、
一
行
三
昧
と
名
づ
く
。

即
ち
、
如
来
清
浄
の
禅
と
念
佛
定
と
相
應
す
。
誠
に
、
是
れ
浄
土
菩
提
の
妙
因
、
長
生
不
死
の
要
術
な
り
。
久
し
か
ら
ず
し
て
、

遍
利
を
成
ぜ
ん
。
十
方
の
諸
佛
、
一
切
の
賢
聖
、
天
神
、
地
府
、
只
、
此
の
人
を
擁
護
す
。
何
を
以
て
の
故
ぞ
。
是
は
、
佛
國

の
太
子
為
る
が
故
に
、
此
の
要
節
の
外
、
又
、
何
を
か
求
め
ん
。
譬
え
ば
、
王
種
の
唯（

しマ
マ

帝）

位
を
期
し
て
、
餘
の
希
望
無
き
が

如
し
。
又
、
此
の
法
に
入
る
の
人
は
、
た
だ
佛
道
を
成
ず
る
の
み
に
非
ず
。
又
、
能
く
國
を
治
め
、
家
を
持
ち
、
身
心
調
和
な

り
。
道
俗
、
誰
か
歸
せ
ざ
ら
ん
や
。
佛
子
、
た
ま
た
ま
、
人
身
を
受
け
、
又
、
聖
教
に
遇
ふ
こ
と
を
得
た
り
。
遺
法
の
弟
子
と

為
り
て
、
名
を
假
り
、
衣
を
染
む
。
破
戒
の
過
を
恐
る
と
雖
も
、
猶
、
習
教
の
志
を
も
と
む
。
数
輩
の
知
識
を
尋
ね
、
其
の
大

旨
を
学
し
、
佛
祖
の
教
説
を
披
き
て
、
心
理
と
相
應
す
。
常
に
坐
禅
を
好
み
、
諸
念
を
消
落
し
、
深
く
無
常
を
観
じ
、
放
逸
に

隨
わ
ず
、
三
心
具
足
し
て
、
自
ら
虛
假
を
離
し
、
専
ら
本
尊
を
念
じ
て
、
證
と
為
し
、
救
と
為
す
。
法
界
に
慈
を
覆
い
、
其
の

不
覚
を
愍
み
、
隨
分
に
德
を
敷
き
、
真
に
廣
済
を
期
す
。
是
れ
則
ち
、
宿
善
の
追
ふ
所
、
歡
喜
す
る
に
餘
有
り
。
然
れ
ど
も
、

自
の
疾
未
だ
除
か
ず
、
速
に
説
く
こ
と
難
き
な
り
。
若
し
、
有
縁
に
遇
へ
ば
、
又
、
黙
を
守
る
こ
と
能
わ
ず
。
願
わ
く
ば
諸
聖

加
被
し
て
浄
心
を
成
就
し
た
ま
へ
。（『
金
沢
禅
籍
篇
』
二
一
二
頁
下
袞
二
一
四
頁
上
）

こ
の
「
禅
門
宗
」
の
記
述
は
『
法
門
大
綱
』
の
著
者
が
禅
思
想
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
を
示
し
た
重
要
な
記
述
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
に
は
二
つ
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
一
つ
目
は
、「
肉
骨
髄
」
得
法
説
と
同
様
、
宗
密
の
著
作
に
依
っ
て
い
る
部
分
が
多
い
こ
と
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で
あ
る
。
二
つ
目
は
「
一
行
三
昧
」
に
よ
り
念
仏
を
修
行
の
要
素
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。「
一
行
三
昧
」
に
関
し
て
は
、
次
節
で

詳
し
く
論
じ
る
。

一
つ
目
は
、
宗
密
の
著
作
に
依
っ
て
い
る
点
で
あ
る
が
、
例
え
ば
「
佛
々
祖
々
、
心
を
以
て
心
に
傳
ふ
。
不
立
文
字
。
是
れ
文
字

の
相
離
せ
る
な
り()。」、「
心
は
是
れ
名
。
其
の
躰
は
即
ち
知
な
り()。」、「
善
友
の
開
示
に
依
り
て
、
無
念
の
知
見
を
悟
り
ぬ
れ
ば()」
等

10

11

12

で
あ
る
。
ま
た
、「
知
は
是
れ
佛
の
用
」、「
知
は
性
浄
の
理
を
泛
て
顯
わ
る
」、「
無
相
本
空
な
れ
ば
、
知
、
亦
、
所
得
無
し
」
な
ど
、

「
知
」
を
立
て
て
い
る
点
で
あ
る
。
宗
密
の
『
都
序
』
や
『
裴
休
拾
遺
問
』（『
中
華
伝
心
地
禅
門
師
資
承
襲
図
』）
で
は
、「
荷
沢
」
の
考

え
と
し
て
叙
述
し
て
お
り()、「
知
」
や
「
無
念
」
が
荷
沢
神
会
の
思
想
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
内
容
で
あ
る
。

13

｢禅
門
宗
」
の
中
に
は
興
味
深
い
記
述
も
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、「
正
語
を
以
て
心
を
指
す
。
心
を
得
て
詞
を
忘
る
。」
で
あ
る
。

当
箇
所
の
前
に
は
「
以
心
伝
心
、
不
立
文
字
」
と
あ
る
の
で
、
後
の
禅
の
標
章
の
「
直
指
人
心
、
教
外
別
伝
」
と
対
句
に
も
な
れ
る

が
、
実
際
は
「
正
語
」
つ
ま
り
「
仏
の
こ
と
ば
（
＝
経
）
を
以
っ
て
心
を
指
し
、
心
を
得
て
こ
と
ば
を
忘
れ
る
」
と
言
う
。「
経
典
」

を
拠
り
所
に
し
て
心
を
理
解
す
る
意
味
で
あ
り
、
所
謂
、「
教
禅
一
致
」
の
考
え
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
、
神
会
撰
『
南
陽
和

上
頓
教
解
脱
禅
門
直
了
性
壇
語
』
の
「
若
求
無
上
菩
提
。
須
信
佛
語
、
依
佛
教()」（
若
し
無
上
菩
提
を
求
む
れ
ば
、
須
く
佛
語
を
信
じ
、

14

佛
の
教
え
に
依
る
べ
し
）
や
、
宗
密
撰
『
都
序
』
の
「
經
是
佛
語
、
禪
是
佛
意()」（
經
は
是
れ
佛
の
語
、
禪
は
是
れ
佛
の
意
）
と
同
様
で
、

15

経
典
が
仏
の
こ
と
ば
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。「
経
典
に
よ
っ
て
教
え
を
理
解
す
る
」
考
え
方
は
、
後
の
南
宗
禅
に
よ
る
「
自
心
是
仏
」、

つ
ま
り
仏
の
言
葉
を
集
め
た
経
に
依
ら
ず
自
分
の
心
に
依
る
、
と
す
る
考
え
方()と
は
明
ら
か
に
一
線
を
画
す
。

16

や
や
横
道
に
反
れ
る
が
、
宗
密
撰
『
都
序
』
の
「
經
是
佛
語
、
禪
是
佛
意
」
に
関
し
、
筆
者
が
研
究
し
て
き
た
称
名
寺
蔵
『
見
性

成
仏
論
』
に
は
、
当
箇
所
を
引
用
し
て
「
宗
蜜
禪
師
は
、
教
は
是
れ
佛
の
御
こ
と
ば
な
り
禪
は
是
れ
佛
の
御
こ
こ
ろ
な
り
、
と
の
た

ま
へ
り()。」
と
あ
る
。「
経
」
と
「
教
」
は
発
音
が
同
じ
で
あ
る
の
で
、
書
写
の
間
違
い
と
も
思
え
る
が
、「
教
外
別
伝
」
を
表
明
す

17

る
『
見
性
成
仏
論
』
の
著
者
ま
た
は
説
法
者()が
、
意
図
的
に
「
経
」
を
「
教
」
に
変
え
た
可
能
性
も
伺
え
る
。
同
様
に
、
円
爾
撰

18
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『
十
宗
要
道
記
』
に
も
「
仏
心
宗
」
の
説
明
の
中
に
「
宗
鏡
録
云
、
教
ハ
是
レ
佛
語
、
禪
ハ
佛
意
」
と
あ
る
。
実
際
の
『
宗
鏡
録
』

は
「
故
圭
峯
和
尚
云
。
謂
諸
宗
始
祖
。
即
是
釋
迦
。
經
是
佛
語
。
禪
是
佛
意
」（『
宗
鏡
錄
』
巻
一
、『
大
正
蔵
』
四
八
、
四
一
八
中
）
と
、

「
教
」
で
な
く
「
経
」
で
あ
る
。『
十
宗
要
道
記
』
が
『
見
性
成
仏
論
』
と
同
様
に
「
経
」
を
「
教
」
に
変
え
て
い
る
点
は
注
目
す
べ

き
で
あ
ろ
う()。
ま
た
、『
十
宗
要
道
記
』
も
「
教
外
別
伝
」
の
考
え
に
あ
り
、『
見
性
成
仏
論
』
と
同
様
に
「
仏
心
宗
」
と
い
う
こ
と

19

か
ら
、『
十
宗
要
道
記
』
が
『
見
性
成
仏
論
』
を
見
て
い
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
、
更
に
「
教
外
別
伝
」
の
思
想
の
影
響
を

受
け
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
も
、『
十
宗
要
道
記
』
に
は
『
顕
密
問
答
鈔
』
に
お
け
る
「
禅
門
の
人()」
の
言
葉
の
中
に

20

同
様
の
一
句
が
認
め
ら
れ()、『
見
性
成
仏
論
』、『
十
宗
要
道
記
』、『
顕
密
問
答
鈔
』
の
「
禅
門
の
人
」
の
関
係
が
深
く
問
わ
れ
よ
う
。

21

ま
た
、
も
し
、『
十
宗
要
道
記
』
が
確
か
に
円
爾
撰
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
円
爾
と
能
忍
ま
た
は
そ
の
弟
子
た
ち
の
関
係

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
興
味
が
尽
き
な
い
。
但
し
、
筆
者
は
『
十
宗
要
道
記
』
が
果
た
し
て
円
爾
撰
で
あ
る
の
か
否
か
、
円
爾
の

語
録
な
ど
も
研
究
し
た
上
で
、
慎
重
な
精
査
の
必
要
が
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

二
、「
一
行
三
昧
」
に
つ
い
て

｢禅
門
宗
」
の
中
に
、「
一
行
三
昧
」
に
つ
い
て
述
べ
る
箇
所
が
以
下
の
如
く
あ
る
。

若
し
、
又
、
善
友
の
開
示
に
依
り
て
、
無
念
の
知
見
を
悟
り
ぬ
れ
ば
、
諸
緣
、
頓
に
寂
し
て
法
界
洞
朗
な
り
。
目
に
觸
れ
、
耳

に
觸
れ
、
妙
境
に
非
ざ
る
こ
と
無
し
。
四
威
儀
の
中
に
於
い
て
常
に
佛
面
を
見
る
。
直
に
是
の
如
く
、
悟
入
す
る
者
の
念
々
寂

光
に
遊
び
、
新
々
妙
覚
を
顯
す
。
娑
婆
界
の
中
に
、
猶
、
思
ひ
難
き
事
有
り
。
況
や
實
心
を
も
て
理
を
觀
ぜ
む
、
豈
、
歡
喜
無

か
ら
ん
や
。
未
だ
眼
に
見
ず
と
雖
も
、
既
に
心
見
る
こ
と
了
々
な
り
。
道
に
於
い
て
勇
有
り
。
又
、
因
果
を
撥
せ
ず
。
邪
智
執

慢
、
何
に
因
て
か
生
ぜ
ん
や
。
是
を
深
般
若
を
行
ず
と
為
す
。
亦
、
一
行
三
昧
と
名
づ
く
。
即
ち
、
如
来
清
浄
の
禅
と
念
佛
定
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と
相
應
す
。
誠
に
、
是
れ
浄
土
菩
提
の
妙
因
、
長
生
不
死
の
要
術
な
り
。
久
し
か
ら
ず
し
て
、
遍
利
を
成
ぜ
ん
。
十
方
の
諸
佛
、

一
切
の
賢
聖
、
天
神
、
地
府
、
只
、
此
の
人
を
擁
護
す
。（『
金
沢
禅
籍
篇
』
二
一
三
頁
上
袞
下
）

｢一
行
三
昧
」
に
つ
い
て
は
、
小
林
円
照
氏
の
詳
細
な
る
研
究
論
文
が
あ
り()、
筆
者
は
氏
の
論
考
か
ら
多
く
を
学
ん
だ
。
氏
の
研

22

究
結
果
に
よ
れ
ば
、「
一
行
三
昧
」
の
語
は
梵
語
の
ekavyūha-sam
ādhiま
た
は
ekākaro
nām
a
sam
ādhiの
語
釈
と
し
て
当
て

ら
れ
、「
法
界
の
一
相
で
あ
る
こ
と
即
ち
真
如
平
等
の
理
を
観
察
す
る
三
昧
」
と
い
う
意
味
に
解
さ
れ
て
い
る()。「
一
行
三
昧
」
に
つ

23

い
て
は
特
に
『
文
殊
師
利
般
若
経
』
巻
下
に
以
下
の
よ
う
に
説
か
れ
る()。
24

文
殊
師
利
言
世
尊
云
何
名
一
行
三
昧
、
佛
言
法
界
一
相
、
繫
緣
法
界
、
是
名
一
行
三
昧
。
若
善
男
子
、
善
女
人
、
欲
入
一
行
三

昧
、
當
先
聞
般
若
波
羅
蜜
、
如
說
修
學
、
然
後
能
入
一
行
三
昧
。
如
法
界
緣
、
不
退
不
壞
、
不
思
議
、
無
礙
無
相
。
善
男
子
、

善
女
人
、
欲
入
一
行
三
昧
、
應
處
空
閑
、
捨
諸
亂
意
、
不
取
相
貌
、
繫
心
一
佛
、
專
稱
名
字
。
隨
佛
方
所
、
端
身
正
向
、
能
於

一
佛
念
念
相
續
、
即
是
念
中
、
能
見
過
去
、
未
來
、
現
在
諸
佛
。
何
以
故
、
念
一
佛
功
德
無
量
無
邊
、
亦
與
無
量
諸
佛
功
德
無

二
、
不
思
議
佛
法
等
無
分
別
、
皆
乘
一
如
、
成
最
正
覺
、
悉
具
無
量
功
德
、
無
量
辯
才
。（『
大
正
蔵
』
八
、
七
三
一
上
）

小
林
氏
の
説
明
に
依
れ
ば
、
先
ず
、『
文
殊
師
利
般
若
経
』
の
「
一
行
三
昧
」
と
は
、
一
相
で
あ
る
法
界
を
繫
緣
す
る
こ
と
、
即

ち
法
界
の
平
等
な
る
す
が
た
を
心
に
か
け
る
禅
定
を
意
味
す
る
。「
一
行
三
昧
」
に
入
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、（
第
一
は
）
先
ず
般
若

波
羅
蜜
の
法
を
聴
聞
し
、
請
問
し
、
修
学
し
て
こ
の
三
昧
に
入
り
、
法
界
縁
の
如
く
不
退
、
不
壞
、
不
思
議
、
無
礙
無
相
な
る
を
得

る
こ
と
で
あ
る
。（
第
二
は
）
次
に
空
閑
の
処
に
諸
の
乱
意
を
捨
て
、
結
跏
趺
坐
し
て
相
貌
を
取
ら
ず
、
心
に
一
仏
を
繫
け
て
名
字

を
専
称
し
、
仏
の
方
所
に
随
っ
て
端
身
正
向
し
、
念
念
相
続
し
て
念
中
に
三
世
の
諸
仏
を
見
、
そ
の
法
界
の
無
差
別
な
る
す
が
た
を

知
る
三
昧
に
入
る
も
の
で
あ
る(
)。
つ
ま
り
、『
文
殊
師
利
般
若
経
』
の
「
一
行
三
昧
」
の
禅
定
入
る
方
式
と
し
て
は
、
二
種
類
あ
り
、

25

第
一
は
「
般
若
波
羅
蜜
に
よ
っ
て
真
如
平
等
の
理
を
観
ず
る
三
昧
」（
理
観
）、
第
二
は
「
称
名
念
仏
に
よ
っ
て
諸
仏
を
見
る
」（
事

観
）
で
あ
る()。
小
林
氏
は
第
一
を
般
若
行
、
第
二
を
念
仏
（
行
）
と
呼
び
、
筆
者
も
こ
れ
に
倣
っ
た
。
小
林
氏
に
よ
れ
ば
『
起
信
論
』、

26
称
名
寺
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瀬
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神
会
の
『
菩
提
達
摩
南
宗
定
是
非
論
』、『
六
祖
壇
経
』、
宗
密
の
『
都
序
』、
大
珠
慧
海
の
『
頓
悟
要
門
』
な
ど
の
南
宗
禅
系
統
及
び

華
厳
宗
の
『
孔
目
章
』
な
ど
は
第
一
の
立
場
に
該
当
し
、
曇
鸞
の
『
讃
阿
弥
陀
仏
偈
』、
道
綽
の
『
安
楽
集
』、
善
導
の
『
往
生
礼

讃
』
な
ど
浄
土
系
は
第
二
に
相
当
す
る()。
27

こ
こ
で
は
、
禅
宗
に
関
わ
る
「
一
行
三
昧
」
を
見
て
み
よ
う
。

最
初
に
『
楞
伽
師
資
記
』
に
書
か
れ
る
所
謂
北
宗
禅
の
「
一
行
三
昧
」
で
あ
る
。『
楞
伽
師
資
記
』
に
表
さ
れ
る
道
信
の
項
に

『
文
殊
師
利
般
若
経
』
に
依
る
「
一
行
三
昧
」
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
り
、「
一
行
三
昧
」
が
般
若
行
と
念
仏
行
で
あ
る
と
説
く()。
ま

28

た
、
弘
忍
撰
『
修
心
要
論
』（『
最
上
乗
論
』）
に
は
、「
坐
禅
を
学
ぼ
う
と
す
る
も
の
は
、『
無
量
寿
観
経
』
に
よ
る
こ
と
で
あ
る
。
姿

勢
を
正
し
て
ま
っ
す
ぐ
に
坐
り
、
目
を
閉
じ
、
口
を
合
わ
せ
、
心
は
前
方
を
水
平
に
視
る
よ
う
に
し
、
思
い
の
ま
ま
遠
く
し
た
り
近

く
し
た
り
し
、〔
十
六
観
法
中
〕
第
一
の
日
想
観
を
な
し
、
こ
れ
を
守
っ
て
、
一
念
一
念
と
ど
め
な
い
こ
と
で
あ
る()。」
と
あ
る
。

29

「
一
行
三
昧
」
の
明
記
は
な
い
が
、
前
半
は
『
無
量
寿
観
経
』
の
十
六
観
法
中
の
日
想
観
法
を
言
い
、
般
若
行
を
説
く
。
次
に
、
神

秀
に
つ
い
て
は
『
楞
伽
師
資
記
』
神
秀
の
項
に
、
則
天
武
后
に
所
伝
の
法
を
問
わ
れ
、『
文
殊
師
利
般
若
経
』
の
「
一
行
三
昧
」
に

依
る
べ
き
と
の
記
述
が
あ
る()。
こ
こ
で
は
「
一
行
三
昧
」
を
ど
う
理
解
し
て
い
る
か
不
明
だ
が
、
神
秀
撰
『
破
相
論
』（『
観
心
論
』）

30

に
は
『
文
殊
師
利
般
若
経
』
の
記
述
は
な
く
、
般
若
行
の
み
を
言
い
、
念
仏
行
を
否
定
し
て
い
る()。
北
宗
禅
に
お
い
て
道
信
は
念
仏

31

行
を
含
む
「
一
行
三
昧
」
を
説
き
、
弘
忍
は
『
無
量
寿
観
経
』
に
よ
り
般
若
行
を
説
き
、
神
秀
は
（『
破
相
論
』
ま
た
は
『
観
心
論
』
な

ど
で
は
）「
一
行
三
昧
」
の
念
仏
行
を
否
定
し
て
般
若
行
の
み
を
説
く
。
こ
の
点
で
神
秀
は
、
以
下
述
べ
る
南
宗
禅
と
同
様
の
考
え

方
を
し
て
い
た
と
推
察
で
き
る
。

次
に
、
神
会
の
『
菩
提
達
摩
南
宗
定
是
非
論
』
巻
下
か
ら
「
一
行
三
昧
」
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
坐
禅
に
関
し
て
、「
今
言
坐

者
、
念
不
念
為
坐
。
今
言
禅
者
、
見
本
性
為
禅()」（
今
、
坐
と
言
う
は
、
念
不
念
を
坐
と
為
す
。
今
、
禅
と
言
う
は
、
本
性
を
見
て
禅
と
為

32

す
。）
と
あ
り
、
明
ら
か
に
坐
禅
中
に
何
か
対
象
と
す
る
も
の
に
対
し
念
仏
を
す
る
こ
と
を
廃
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
後
に
は
、

称
名
寺
所
蔵
『
法
門
大
綱
』
に
お
け
る
禅
門
に
つ
い
て
の
考
察
（
古
瀬
）
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「
若
欲
得
了
達
甚
深
法
界
、
直
入
一
行
三
昧
者
、
先
須
誦
持
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
、
修
学
般
若
波
羅
蜜
法()。」（
若
し
甚
深
法
界
を
了
達

33

す
る
こ
と
を
得
て
、
直
に
一
行
三
昧
に
入
る
こ
と
を
欲
せ
ば
、
先
ず
須
く
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
を
誦
持
し
、
般
若
波
羅
蜜
法
を
修
学
す
べ
し
。）
と

言
い
、『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
』
を
「
誦
持
」
す
る
こ
と
を
述
べ
る
。
神
会
は
「
一
行
三
昧
」
を
言
う
も
そ
れ
が
「『
文
殊
師
利
般
若

経
』
に
依
る
」
と
は
説
い
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
『
金
剛
般
若
経
』
限
定
で
「
誦
持
」
つ
ま
り
「
事
」
を
行
う
こ
と
を
受
容

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
更
に
、
し
か
し
、「
無
念
者
即
是
般
若
波
羅
蜜
。
般
若
波
羅
蜜
者
即
是
一
行
三
昧()。」（
無
念
は
即
ち
是
れ
般

34

若
波
羅
蜜
。
般
若
波
羅
蜜
は
即
ち
是
れ
一
行
三
昧
。）
と
「
無
念
」
が
「
般
若
波
羅
蜜
」
で
あ
り
「
一
行
三
昧
」
と
言
う
。
つ
ま
り
、
こ

こ
で
は
ま
た
「
一
行
三
昧
」
は
般
若
行
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
神
会
は
基
本
的
に
「
無
念
」
が
「
禅

定
」
で
あ
り
般
若
行
の
「
一
行
三
昧
」
と
説
く
が
、
そ
の
方
便
と
し
て
『
金
剛
般
若
経
』
を
誦
持
す
る
こ
と
を
認
め
る
。『
金
剛
般

若
経
』
を
禅
宗
の
中
心
に
置
く
こ
と
こ
そ
が
神
会
に
よ
る
特
質
で
あ
り
、
北
宗
禅
か
ら
の
変
革
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。『
六
祖
壇
経
』

の
「
一
行
三
昧
」
に
も
同
様
の
立
場
が
読
み
取
れ
る
。
つ
ま
り
、「
一
行
三
昧
」
が
般
若
行
で
あ
る
こ
と
を
説
く
も()、『
金
剛
般
若

35

経
』
を
誦
持
す
れ
ば
見
性
し
功
徳
を
得
ら
れ
る()と
も
説
く
の
で
あ
る
。

36

宗
密
に
お
け
る
「
一
行
三
昧
」
は
、『
都
序
』
で
「
若
頓
悟
自
心
本
來
清
淨
。
元
無
煩
惱
。
無
漏
智
性
本
自
具
足
。
此
心
即
佛
。

畢
竟
無
異
。
依
此
而
修
者
。
是
最
上
乘
禪
。
亦
名
如
來
清
淨
禪
。
亦
名
一
行
三
昧
。
亦
名
眞
如
三
昧
。
此
是
一
切
三
昧
根
本()。」（
若

37

し
自
心
本
來
清
淨
を
頓
悟
す
れ
ば
、
元
よ
り
煩
惱
無
く
し
て
、
無
漏
智
性
本
よ
り
自
ら
具
足
す
。
此
の
心
、
即
ち
佛
に
し
て
畢
竟
異
る
こ
と
無
し
。

此
に
依
り
て
修
す
と
は
、
是
れ
最
上
乘
禪
、
亦
た
如
來
清
淨
禪
と
名
づ
く
。
亦
た
一
行
三
昧
と
名
づ
く
。
亦
た
眞
如
三
昧
と
名
づ
く
。
此
れ
は
是
れ

一
切
三
昧
の
根
本
な
り
。）
と
言
い
、「
一
行
三
昧
」
は
三
昧
の
根
本
と
し
て
位
置
づ
け
、
最
上
乗
禅
、
如
来
清
浄
禅
、
真
如
三
昧
と
同

等
と
す
る
。
小
林
氏
に
依
れ
ば
、
宗
密
の
「
一
行
三
昧
」
は
『
起
信
論
』
の
「
一
行
三
昧
」
か
ら
濃
厚
な
影
響
が
あ
る
と
言
う
。

『
起
信
論
』「
修
行
信
心
分
」
で
は
真
如
三
昧
が
提
唱
さ
れ
、
そ
の
真
如
の
勝
徳
で
あ
る
法
界
一
相
で
あ
る
こ
と
を
証
得
す
る
の
を
一

行
（
新
訳
は
一
相
）
三
昧
と
呼
び
、
そ
の
立
場
は
『
文
殊
師
利
般
若
経
』
と
同
趣
で
あ
る
が
、
方
便
と
し
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
発
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得
の
境
位
と
し
て
平
等
無
二
の
そ
の
も
の
で
あ
る()、
と
考
察
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
神
会
と
同
様
、
宗
密
に
も
「
一
行
三
昧
」
に

38

つ
い
て
は
「『
文
殊
師
利
般
若
経
』
に
依
る
」
と
の
記
述
は
見
ら
れ
ず
、『
文
殊
師
利
般
若
経
』
の
般
若
行
を
指
し
て
い
る
と
考
え
る

よ
り
、
深
い
三
昧
の
境
地
を
「
一
行
三
昧
」
に
込
め
た
『
起
信
論
』
に
依
拠
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

さ
て
、『
法
門
大
綱
』
の
「
一
行
三
昧
」
に
つ
い
て
今
一
度
見
て
い
る
と
、『
法
門
大
綱
』
の
著
者
は
「
無
念
の
知
見
を
悟
り
ぬ
れ

ば
、
諸
緣
、
頓
に
寂
し
て
法
界
洞
朗
な
り
。
目
に
觸
れ
、
耳
に
觸
れ
、
妙
境
に
非
ざ
る
こ
と
無
し
。」
と
言
い
、
そ
の
結
果
「
四
威

儀
の
中
に
於
い
て
常
に
佛
面
を
見
る
。」
と
言
う
。
こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
る
こ
と
を
「
深
般
若
を
行
ず
と
為
す
。
亦
、
一
行
三
昧

と
名
づ
く
。
即
ち
、
如
来
清
浄
の
禅
と
念
佛
定
と
相
應
す
。」
と
説
く
。
し
か
も
「
無
念
の
知
ま
た
妙
覚
に
非
ざ
る
こ
と
な
し
」
と

言
い
、「
無
念
の
知
」
が
天
台
又
は
法
華
に
言
う
「
妙
覚
」
に
等
し
い
と
し
て
い
る
。
上
述
の
「
諸
教
の
説
明
」
の
中
に
「
法
華
は

實
を
明
か
す
。
迹
門
の
初
め
十
如
是
を
説
き
、
妙
境
を
顯
す
。
衆
生
の
心
地
に
於
い
て
佛
の
知
見
を
開
示
す
。
仏
の
知
見
を
以
て
妙

境
に
悟
入
す
。
既
に
本
心
に
契
ひ
ぬ
れ
ば
諸
佛
と
一
例
す
。
佛
は
早
く
道
を
得
、
本
覚
の
性
に
同
ず
。
始
覚
の
果
無
き
が
故
に
無
始

無
終
。
是
れ
本
門
の
大
意
な
り
。」
と
、
法
華
で
は
迹
門
か
ら
本
門
へ
と
段
階
的
な
教
え
を
学
ん
だ
後
に
妙
覚
に
達
す
る
と
す
る
点

で
、
頓
悟
を
説
く
「
禅
門
宗
」
の
「
一
行
三
昧
」
は
明
ら
か
に
一
線
を
画
す
。
興
味
深
い
の
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
こ
こ
で
は
「
法

華
」
と
言
い
「
天
台
」
と
は
言
わ
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
法
門
大
綱
』
の
お
け
る
「
禅
門
宗
」
は
独
立
し
た
禅
宗
（
臨
済
宗
や

曹
洞
宗
）
で
は
な
く
、
天
台
宗
の
中
の
「
禅
門
」
と
捉
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
千
葉
正
氏
に
依
れ
ば
、「
禅
門
宗
」
の
呼
称
は

円
珍
撰
『
諸
家
教
相
同
異
略
集
』
に
あ
り
、
そ
の
中
に
円
仁
の
説
を
承
け
て
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る()。
つ
ま
り
、
天
台
宗
で

39

は
伝
統
的
に
四
宗
の
円
・
密
・
戒
・
禅
の
う
ち
禅
を
「
禅
門
宗
」
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
に
な
り
、『
法
門
大
綱
』
の
著
者
も
そ
れ
に

倣
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う()。
40

更
に
、「
禅
門
宗
」
の
「
一
行
三
昧
」
は
「
無
念
の
知
見
」、「
深
般
若
を
行
ず
」、「
如
来
清
浄
の
禅
」
な
ど
、
上
述
し
た
宗
密
の

著
作
『
都
序
』
な
ど
か
ら
引
用
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。『
法
門
大
綱
』
の
「
一
行
三
昧
」
に
「『
文
殊
師
利
般
若
経
』
に
依

称
名
寺
所
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門
大
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り
」
な
ど
の
文
言
も
な
い
点
も
宗
密
の
著
述
と
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
宗
密
の
「
一
行
三
昧
」
を
そ
の
ま
ま
受
容
し
て
い
る
の
で

は
な
い
こ
と
が
解
る
。
つ
ま
り
、
般
若
行
に
つ
い
て
述
べ
た
後
「
念
佛
定
と
相
應
す
」
と
言
い
、
具
体
的
に
「
常
に
坐
禅
を
好
み
、

諸
念
を
消
落
し
、
深
く
無
常
を
観
じ
、
放
逸
に
隨
わ
ず
、
三
心
具
足
し
て
、
自
ら
虛
假
を
離
し
、
専
ら
本
尊
を
念
じ
て
、
證
と
為
し
、

救
と
為
す()。」
と
、
念
仏
行
を
説
い
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、『
法
門
大
綱
』
の
著
者
は
般
若
行
で
は
宗
密
の
言
葉
を
引
用
し
た
が
、
念

41

仏
に
つ
い
て
は
何
に
依
拠
し
た
の
だ
ろ
う
か
？

筆
者
は
先
の
拙
論
で
は
、『
法
門
大
綱
』
の
著
者
は
「
一
行
三
昧
」
に
つ
い
て
は
、
比
叡
山
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
北

宗
禅
の
中
か
ら
学
ん
だ
も
の
と
考
え
た()。
し
か
し
、『
法
門
大
綱
』
の
「
禅
門
宗
」
の
中
に
は
道
信
や
弘
忍
や
神
秀
の
名
や
、
彼
ら

42

の
著
作
で
あ
る
『
修
心
要
論
』（『
最
上
乗
論
』）、『
破
相
論
』（『
観
心
論
』）
な
ど
を
引
用
す
る
こ
と
も
無
い
為
、
北
宗
禅
の
影
響
を
受

け
た
と
は
言
い
切
れ
ず
、
こ
こ
に
先
の
拙
論
の
考
え
を
修
正
す
べ
き
か
と
考
え
る
。

最
澄
撰
『
血
脈
譜
』「
北
齊
の
慧
可
和
上
」
及
び
「
黄
梅
東
山
の
弘
忍
和
上
」
の
項
に
「『
付
法
簡
子
』
に
云
く
」
と
し
て
「
一
行

三
昧
」
に
つ
い
て
言
及
が
あ
る
。「
慧
可
」
の
項
で
は
「
我
が
法
は
是
れ
、
諸
佛
の
甚
深
般
若
波
羅
蜜
の
法
。
亦
た
是
れ
諸
佛
總
持

の
法
。
亦
た
是
れ
一
切
法
の
印
。
亦
た
是
れ
如
來
禪
。
亦
た
是
れ
を
一
行
三
昧
と
爲
す
と()。」
と
言
い
、
般
若
行
を
示
し
て
い
る
。

43

「
弘
忍
」
の
項
で
は
、「
文
殊
般
若
に
依
り
て
佛
を
念
じ
、
群
品
を
接
引
し
て
、
一
行
三
昧
に
引
入
す()。」
と
あ
り
、
上
述
の
『
楞
伽

44

師
資
記
』
と
は
異
な
り
念
仏
行
を
言
う
。「
慧
可
」
の
項
で
「
深
般
若
波
羅
蜜
の
法
」、「
如
来
禅
」、「
一
行
三
昧
」
と
言
葉
を
並
べ

て
い
る
点
は
『
法
門
大
綱
』
と
酷
似
し
て
お
り
、
そ
の
関
係
性
が
考
え
ら
れ
る
。『
付
法
簡
子
』
に
関
し
て
は
、
伊
吹
敦
氏
に
他
の

禅
灯
史
等
と
の
比
較
を
踏
ま
え
た
優
れ
た
研
究
が
あ
り
、「
神
会
派
内
部
の
も
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る()。
確
か
に
、

45

「
慧
可
」
の
項
で
「『
付
法
簡
子
』
云
く
」
の
「
一
行
三
昧
」
に
つ
い
て
「『
文
殊
師
利
般
若
経
』
に
依
る
」
の
記
述
が
見
ら
れ
な
い

点
は
、
神
会
や
宗
密
の
記
述
と
同
趣
で
あ
り
、
誠
に
興
味
深
い
。

筆
者
は
『
法
門
大
綱
』
に
お
け
る
念
仏
行
に
つ
い
て
「
一
行
三
昧
」
を
軸
に
議
論
し
て
き
た
。
勿
論
、
中
国
唐
代
・
宋
代
の
禅
宗

称
名
寺
所
蔵
『
法
門
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お
け
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禅
門
に
つ
い
て
の
考
察
（
古
瀬
）

一
三



に
お
い
て
念
仏
行
を
説
い
た
禅
師
達
も
多
い
。
早
く
は
南
陽
恵
忠
（
八
世
紀
後
半
）、
法
眼
宗
の
永
明
延
寿
（
九
〇
四
袞
九
六
五
）、『
禅

苑
清
規
』
を
一
一
〇
三
年
に
撰
述
し
た
雲
門
宗
の
長
廬
宗
賾
、
臨
済
宗
の
黄
龍
悟
新
（
一
〇
四
四
袞
一
一
一
五
）、
曹
洞
宗
の
長
廬
清

了
（
一
一
五
一
年
寂
）
な
ど
で
あ
る
。
特
に
延
寿
は
『
万
善
同
帰
集
』
で
「
當
今
末
法
、
現
是
五
濁
惡
世
、
唯
有
淨
土
一
門
、
可
通

入
路()。」（
當
に
今
は
末
法
、
是
の
五
濁
惡
世
を
現
ず
。
唯
だ
淨
土
一
門
有
り
て
、
入
路
に
通
ず
べ
し
。）
と
述
べ
、
禅
と
念
仏
の
融
合
を
説
い

46
た()。
ま
た
、
延
寿
は
天
台
山
国
清
寺
で
浄
土
教
を
学
ぶ
な
ど
天
台
宗
と
の
つ
な
が
り
も
強
い
。『
法
門
大
綱
』
の
中
盤
に
は
奥
書
の

47よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
建
久
五
年
五
月
二
三
日
。
日
本
僧
直
念
、
宋
に
入
り
、
始
め
明
州
延
慶
寺
に
至
る
。
然
る
後
、

天
台
本
院
國
清
寺
に
於
い
て
參
ず
。
此
の
寺
の
壁
上
に
此
の
文
を
書
す()。」
と
あ
り
、
直
念
が
国
清
寺
を
訪
ね
、
壁
に
何
か
を
書
い

48

て
き
た
と
あ
る
。
ど
ち
ら
も
国
清
寺
と
関
係
が
あ
る
が
、『
法
門
大
綱
』
の
な
か
で
延
寿
に
関
係
す
る
文
言
は
見
当
た
ら
ず
、
そ
の

影
響
に
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
、
同
様
に
上
述
し
た
念
仏
行
を
説
く
禅
師
達
の
影
響
も
見
ら
れ
ず
、
筆
者
は
、『
法
門
大
綱
』

の
著
者
は
直
接
中
国
禅
宗
の
中
か
ら
念
仏
行
を
学
ん
だ
と
は
考
え
ず
、
前
述
し
た
よ
う
に
国
清
寺
の
よ
う
な
天
台
系
の
念
仏
行
を
意

識
し
た
と
考
え
た
。

天
台
智
顗
の
『
摩
訶
止
観
』
に
は
、
四
種
三
昧
の
う
ち
常
坐
三
昧
に
つ
い
て
は
「
一
常
坐
者
。
出
文
殊
說
文
殊
問
兩
般
若
。
名
為

一
行
三
昧
。（
中
略
）
身
開
常
坐
遮
行
住
臥
。（
中
略
）
隨
一
佛
方
面
端
坐
正
向
。
時
刻
相
續
無
須
臾
廢
。
所
開
者
專
坐()。」（
一
に
常
坐

49

と
は
、
文
殊
説
・
文
殊
問
の
両
般
若
（
経
）
に
出
ず
。
名
づ
け
て
一
行
三
昧
と
な
す
。（
中
略
）
身
に
は
、
常
坐
を
開
し
、
行
、
住
、
臥
を
遮
す
。

（
中
略
）
一
仏
の
方
面
に
し
た
が
い
、
端
坐
し
て
正
し
く
向
か
い
、
時
刻
相
続
し
て
須
臾
も
廃
す
る
こ
と
な
か
れ
。
開
す
る
と
こ
ろ
は
専
ら
坐
な

り()。）
と
、
般
若
行
を
述
べ
る
。
し
か
し
、
次
は
「
若
坐
疲
極
。
或
疾
病
所
困
。
或
睡
蓋
所
覆
。
內
外
障
侵
奪
正
念
心
不
能
遣
却
。

50當
專
稱
一
佛
名
字
慚
愧
懺
悔
以
命
自
歸
。
與
稱
十
方
佛
名
功
德
正
等()。」（
も
し
坐
し
て
疲
極
し
、
あ
る
い
は
疾
病
に
困
し
め
ら
れ
、
あ
る

51

い
は
睡
蓋
に
覆
わ
れ
、
内
外
の
障
が
侵
し
、
正
念
の
心
を
奪
い
、
遣
却
す
る
こ
と
能
わ
ず
ん
ば
、
ま
さ
に
專
ら
一
仏
の
名
字
を
称
え
、
慚
愧
し
懺
悔

し
て
、
命
を
も
っ
て
自
ら
歸
す
べ
し
。
十
方
の
佛
の
名
を
称
う
る
と
功
德
は
正
等
な
り()。）
と
、
般
若
行
が
難
し
い
時
に
は
、
念
仏
行
も
良
い

52
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と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
小
林
氏
の
説
く
「
事
観
」（
念
仏
）
の
方
法
に
よ
り
「
理
観
」
の
方
向
に
向
け
さ
せ
る
理
・
事
両
面
を
兼

ね
備
え
る
方
法
で
あ
り()、『
法
門
大
綱
』
の
念
仏
定
と
共
通
し
て
い
る
。

53

こ
の
よ
う
に
『
法
門
大
綱
』
が
天
台
系
と
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
は
、
全
体
の
中
半
に
「
五
臺
山
文
殊
、
法
照
禪
師
に
偈
を
授
け
て

云
く
」
と
天
台
宗
の
法
照
禅
師
へ
偈
を
掲
載
し
て
い
る
こ
と
か
ら
頷
け
る
。
以
下
、「
偈
」
及
び
著
者
の
釈
文
で
あ
る
。

諸
法
は
唯
だ
心
の
造
な
り
。
心
不
可
得
を
了
ず
。

常
に
此
れ
に
依
り
て
修
行
す
。
是
れ
を
、
真
實
相
と
名
づ
く()。
54

十
界
の
依
正
を
諸
法
と
名
づ
く
。
是
れ
法
の
本
な
り
。
心
分
別
に
依
る
こ
と
無
し
。
而
も
、
心
性
は
有
り
て
常
に
空
な
り
。
空

に
し
て
、
而
も
成
ず
る
が
故
に
、
不
可
得
な
る
を
實
相
と
為
す
な
り
。
唯
、
實
相
を
知
り
て
、
而
も
心
、
無
所
得
に
し
て
、
是

れ
順
理
發
心
な
り
。
此
の
發
心
に
依
り
て
、
専
ら
西
方
の
尊
を
念
ず
。
出
離
の
大
要
な
り
。
此
の
故
に
、
大
聖
は
機
に
鑑
み
て

直
に
要
路
を
示
し
、
以
て
遐
代
に
及
ぶ
。（『
金
沢
禅
籍
篇
』
二
一
六
頁
下
袞
二
一
七
頁
上
）

｢偈
」
は
『
広
清
涼
伝
』
巻
中
の
中
に
「
文
殊
師
利
菩
薩
の
説
く
偈
」
と
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
著
者
は
「
唯
、
實
相
を
知
り
て
、

而
も
心
、
無
所
得
に
し
て
、
是
れ
順
理
發
心
な
り
」
と
い
い
、「
順
理
発
心
」
と
い
う
表
現
を
す
る
。「
順
理
発
心
」
は
元
暁
に
よ
れ

ば
、
発
心
は
二
種
類
あ
り
、「
順
事
発
心
」
に
対
し
「
順
理
発
心
」
が
あ
り
、
そ
れ
は
「
信
解
諸
法
皆
如
幻
夢
。
非
有
非
無
。
離
言

絕
慮()。」（
信
解
諸
法
は
皆
な
幻
夢
の
如
く
に
し
て
有
に
非
ず
無
に
非
ず
。
言
を
離
て
慮
を
絕
す
。）
と
言
う
。
平
た
く
言
え
ば
、
三
昧
に
よ
り

55
知
得
す
る
本
覚
の
理
か
ら
発
心
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
「
此
の
發
心
に
依
り
て
、
専
ら
西
方
の
尊
を
念
ず
。」
と
あ
り
、

理
の
発
心
で
事
の
念
仏
を
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、「
西
方
の
尊
を
念
ず
」
と
言
う
の
で
あ
る
か
ら
、
明
ら
か
に
浄
土
教

の
阿
弥
陀
仏
を
意
味
し
て
い
る
。

『法
門
大
綱
』
は
こ
の
よ
う
に
法
照
禅
師
に
授
け
ら
れ
た
「
偈
」
を
示
す
が
、
法
照
禅
師
と
は
中
国
唐
代
に
お
い
て
『
浄
土
五
会

念
仏
誦
経
観
経
儀
』
を
著
し
、「
五
念
仏
引
声
念
仏
」
を
提
唱
し
た
所
謂
称
名
念
仏
の
大
推
進
者
で
あ
る
。
円
仁
が
入
唐
求
法
中
に
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所
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け
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寂
後
の
法
照
禅
師
の
五
台
山
竹
林
寺
念
仏
三
昧
道
場
を
訪
れ
、
上
記
の
書
を
諸
来
し
、
帰
国
後
比
叡
山
に
常
行
堂
を
建
て
、
常
行
念

仏
を
し
た
と
言
う()。
し
か
も
法
照
は
当
時
盛
ん
と
な
っ
た
禅
宗
を
批
判
し
以
下
の
如
く
言
う
。

56

謂
父
王
曰
。
王
今
坐
禪
。
但
當
念
佛
。
豈
同
離
念
求
乎
無
念
。
離
生
求
於
無
生
。
離
相
好
求
乎
法
身
。
離
文
字
求
乎
解
脫
。
夫

如
是
者
則
住
於
斷
滅
見
。
謗
佛
毀
經
。
成
櫃
法
業
。
墜
無
間
矣()。（
父
王
に
謂
う
て
曰
わ
く
、
王
よ
、
今
、
坐
禪
す
る
に
、
但
だ
當
に

57

念
佛
す
べ
し
。
豈
に
念
を
離
れ
無
念
を
求
む
る
に
同
ぜ
ん
や
。
生
を
離
れ
無
生
を
求
め
、
相
好
を
離
れ
法
身
を
求
ん
や
。
文
字
を
離
れ
解
脫
を

求
ん
や
。
夫
れ
是
の
如
き
と
は
則
ち
断
滅
見
に
住
す
。
佛
を
謗
り
經
を
毀
り
、
櫃
法
業
を
成
し
、
無
間
に
墜
つ
。）

法
照
の
批
判
す
る
「
念
を
離
れ
無
念
を
求
め
、
生
を
離
れ
無
生
を
求
め
、
相
好
を
離
れ
法
身
を
求
め
、
文
字
を
離
れ
解
脫
を
求

む
。」
な
ど
は
、
ま
さ
し
く
神
会
な
ど
の
主
張
し
た
南
宗
禅
の
坐
禅
で
あ
る
。
更
に
、
法
照
は
、

人
今
專
念
佛
。
念
者
入
深
禪
。
初
夜
端
心
坐
。
西
方
在
目
前
。
念
即
知
無
念
。
無
念
是
真
如()。（
人
は
今
、
專
ら
念
佛
す
。
念
は
深

58

禪
に
入
る
。
初
夜
端
心
に
坐
す
。
西
方
目
前
に
在
り
。
念
即
ち
無
念
を
知
る
。
無
念
是
れ
真
如
な
り
。）

と
言
い
、
念
仏
す
る
こ
と
に
よ
り
深
い
禅
の
境
地
に
入
る
と
説
く
の
で
あ
る
。

『法
門
大
綱
』
の
著
者
が
法
照
に
授
け
ら
れ
た
偈
を
掲
載
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
法
照
の
念
仏
に
賛
成
し
て
い
る
か
と
思
え
る
が
、

実
際
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

或
が
云
く
、
達
磨
大
師
、
始
め
嵩
山
林
寺
の
小
室
に
於
い
て
□
（
面
）
壁
し
て
坐
す
。
□
（
壁
）
を
以
て
諸
緣
を
断
じ
、
九
載

待
機
し
、
終
に
恵
可
禅
師
を
得
、
と
。
又
、
云
わ
く
、
小
室
に
吟
詠
し
、
六
時
に
行
道
す
。
是
れ
修
行
に
非
ず
。
時
々
に
、
化

度
の
緣
を
念
じ
、
調
身
の
方
法
を
示
す
。
是
れ
を
行
道
と
云
う
。
吟
詠
は
慈
悲
の
念
を
覆
ひ
、
運
載
の
旨
を
起
こ
し
て
、
更
に

所
得
無
き
な
り
。」（『
金
沢
禅
籍
篇
』
二
一
五
頁
上
袞
下
）

｢小
室
に
吟
詠
し
、
六
時
に
行
道
す
。
是
れ
修
行
に
非
ず
。」
つ
ま
り
、
小
室
に
い
て
吟
詠
し
、
六
時
に
行
道
し
た
と
し
て
も
こ
れ

は
修
行
で
は
な
い
と
言
う
。
ま
た
、「
吟
詠
は
慈
悲
の
念
を
覆
ひ
、
運
載
の
旨
を
起
こ
し
て
、
更
に
所
得
無
き
な
り
。」、
つ
ま
り
、

称
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瀬
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吟
詠
は
慈
悲
の
念
を
覆
い
か
く
し
て
し
ま
い
、
余
計
な
思
い
を
起
こ
し
て
、
得
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
言
う
。「
吟
詠
」
つ
ま
り
調
子

を
付
け
て
念
仏
す
る
こ
と
を
批
判
す
る
こ
と
は
、
法
照
の
引
声
念
仏
を
批
判
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
法
照
に
関
わ
る
偈

を
掲
載
し
な
が
ら
も
、
法
照
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
引
声
念
仏
を
批
判
す
る
と
い
う
、『
法
門
大
綱
』
の
複
雑
な
面
を
見
る
こ
と
が

出
来
る
。

以
上
、『
法
門
大
綱
』
に
お
け
る
「
一
行
三
昧
」
に
つ
い
て
述
べ
た
。「
一
行
三
昧
」
は
元
々
『
文
殊
師
利
般
若
経
』
に
由
来
す
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、『
法
門
大
綱
』
で
は
「『
文
殊
師
利
般
若
経
』
に
依
る
」
と
は
言
わ
ず
、『
起
信
論
』
の
影
響
の
強
い
宗
密
の

『
都
序
』
か
ら
の
引
用
文
を
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
般
若
行
は
宗
密
の
『
都
序
』
に
あ
る
と
考
え
た
。
ま
た
、
念
仏
行
は
『
摩
訶

止
観
』
に
具
体
的
に
書
か
れ
て
お
り
、『
法
門
大
綱
』
の
著
者
が
天
台
系
と
考
え
、『
血
脈
譜
』
よ
り
『
摩
訶
止
観
』
に
基
づ
く
可
能

性
が
高
い
と
推
察
し
た
。
念
仏
行
で
は
「
仏
を
念
じ
る
」
と
し
な
が
ら
も
、「
吟
遊
」
を
批
判
す
る
こ
と
か
ら
、
法
照
の
引
声
念
仏

に
は
否
定
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

三
、『
成
等
正
覚
論
』、『
見
性
成
仏
論
』
と
の
比
較

『法
門
大
綱
』
は
つ
と
に
同
じ
称
名
寺
蔵
の
『
成
等
正
覚
論
』、『
見
性
成
仏
論
』
と
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
て
き
た()。
ま
た
、
近
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年
に
お
い
て
も
『
法
門
大
綱
』、『
成
等
正
覚
論
』、『
見
性
成
仏
論
』
は
「
達
磨
宗
」
に
関
わ
る
文
書
と
思
わ
れ
て
い
る()。
問
題
は
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「
達
磨
宗
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。

近
年
、
達
磨
宗
研
究
は
大
き
な
転
換
を
見
せ
始
め
て
い
る
。
従
来
、『
興
禅
護
国
論
』
に
書
か
れ
る
「
無
行
無
修
」
の
（
堕
落
し

た
）
集
団
が
「
達
磨
宗
」
の
特
徴
で
あ
り
、
そ
の
祖
師
が
大
日
房
能
忍
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
筆
者
は
二
〇
一
三
年
、
拙

稿
「
再
考
袞
大
日
房
能
忍
と
「
達
磨
宗
」
袞
」
を
発
表
し
、
能
忍
と
「
達
磨
宗
」
が
史
料
上
結
び
つ
か
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、「
達
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瀬
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磨
宗
」
と
呼
ば
れ
る
集
団
と
能
忍
を
切
り
離
し
て
論
じ
る
こ
と
を
提
唱
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
昨
年
出
版
さ
れ
た
『
中
世
禅
籍
叢

刊
』
第
三
巻
「
達
磨
宗
」（
臨
川
書
店
）
の
資
料
解
題
の
叙
述
を
見
て
も
、
新
た
な
模
索
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
和
田
有
希

子
氏
は
解
題
（
総
説
）「
能
忍
一
門
と
「
達
磨
宗
」」
の
中
で
能
忍
の
一
門
を
「
達
磨
宗
」
と
呼
ぶ
に
も
、
時
代
が
下
っ
た
（
能
忍
の
死

後
、
半
世
紀
以
上
経
っ
た()）
一
三
世
紀
後
半
か
ら
一
四
世
紀
前
半
で
あ
る
と
し
た
。
ま
た
、
氏
は
資
料
か
ら
様
々
な
「
達
磨
宗
」
が
存
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在
す
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
て
い
る()。
一
方
、
道
津
綾
乃
氏
は
解
題
（
総
説
）「
天
台
僧
徒
か
ら
み
た
達
磨
宗()」
で
、
天
台
宗
の
な
か
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63

に
「
達
磨
宗
」（
ま
た
は
《
達
磨
宗
》、
達
磨
宗
）
と
呼
称
さ
れ
る
僧
侶
た
ち
の
集
団
が
い
た
か
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
道
津
氏

は
資
料
に
達
磨
宗
と
書
か
れ
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
ま
ま
特
定
の
人
々
を
指
す
「
達
磨
宗
」（
ま
た
は
《
達
磨
宗
》）
と
理
解
し
て
い
る
。

し
か
し
、
資
料
を
読
め
ば
、
達
磨
宗
は
一
般
的
な
禅
宗
ま
た
は
天
台
宗
の
中
の
四
宗
の
一
つ
「
禅
」（
禅
門
宗
）
を
指
す
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
り()、
一
三
世
紀
前
半
ま
で
は
達
磨
宗
と
禅
宗
ま
た
は
禅
門
宗
は
同
意
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
研
究
者
の
中

64

で
も
未
だ
「
達
磨
宗
」
と
い
う
規
定
が
不
統
一
で
あ
り
、
今
後
も
詳
細
な
研
究
が
望
ま
れ
る
。

さ
て
、『
成
等
正
覚
論
』
に
つ
い
て
は
、
石
井
修
道
氏
が
一
九
七
四
年
「
仏
照
徳
光
と
日
本
達
磨
宗
袞
金
沢
文
庫
保
管
『
成
等
正

覚
論
』
を
て
が
か
り
と
し
て
袞
上
袞
」
及
び
同
「
袞
下
袞
」
を
発
表
さ
れ()、『
成
等
正
覚
論
』
は
「
達
磨
宗
」（
石
井
氏
は
「
日
本
達
磨

65

宗
」
と
呼
ぶ
）
と
言
う
集
団
に
よ
る
達
磨
講
会
で
あ
り
、
そ
の
祖
師
は
大
日
房
能
忍
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
確
か
に
、『
成
等

正
覚
論
』
に
お
い
て
、「
仏
照
大
師
」、「
淳
熙
十
六
年
、
文
治
五
年
八
月
」、「
日
大
師
曰
く
」
な
ど
に
よ
り
密
接
に
大
日
房
能
忍
に

関
わ
る
文
書
と
推
察
で
き
る
。
し
か
し
、「
達
磨
宗
」
の
呼
称
に
関
し
て
は
、
拙
論
で
は
「
夫
此
宗
者
、
達
磨
大
師
所
伝
法
、
故
名

達
磨
宗
」
は
、「
夫
れ
此
の
宗
は
、
達
磨
大
師
の
伝
う
る
と
こ
ろ
の
法
の
故
に
達
磨
（
の
）
宗
と
名
く
な
り
」
と
読
み
、「
こ
の
宗

（
＝
中
心
と
な
る
基
本
的
な
教
え
は
）、
達
磨
大
師
か
ら
伝
わ
る
法
で
あ
る
。
だ
か
ら
達
磨
の
宗
と
名
づ
け
る
」
の
意
味
で
は
な
い
か
と

考
え
、「
達
磨
宗
」
と
い
う
一
宗
派
の
固
有
名
詞
と
し
て
読
む
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
て
い
る()。」
と
述
べ
た
。
そ
れ
は
、
筆
者
が
大
日
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房
能
忍
関
係
の
資
料
を
研
究
し
た
結
果
、
大
日
房
能
忍
の
創
建
し
た
宗
派
を
「
達
磨
宗
」
と
呼
ぶ
に
信
頼
に
足
る
資
料
が
見
当
た
ら
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な
か
っ
た
為
で
あ
る
。
但
し
、
前
述
和
田
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
一
三
世
紀
後
半
か
ら
一
四
世
紀
前
半
に
「
達
磨
宗
」
と
呼
ば
れ

る
諸
の
集
団
が
資
料
に
登
場
す
る
こ
と
か
ら
、
大
日
房
能
忍
が
亡
く
な
っ
て
、
半
世
紀
余
り
経
て
、
能
忍
に
関
わ
る
宗
派
を
「
達
磨

宗
」
と
呼
ん
だ
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

『成
等
正
覚
論
』
は
、
第
一
に
「
達
磨
の
法
の
縁
起
」
を
述
べ
、
第
二
に
「
自
心
即
仏
」
の
思
想
を
説
き
、
第
三
に
「
所
求
即
成
」

の
功
徳
を
述
べ
る
。
多
く
は
、『
景
徳
伝
灯
録
』、『
宗
鏡
録
』
の
引
用
文
に
依
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。『
宗
鏡
録
』
の
引
用
に
関
し

て
は
「
日
大
師
曰
く
」
と
言
い
、「
日
大
師
」
が
語
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
書
か
れ
る
。
大
日
房
能
忍
が
『
宗
鏡
録
』
に
詳
し
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
石
井
氏
は
「
日
大
師
は
能
忍
と
考
え
て
よ
い()」
と
し
、
筆
者
も
同
様
に
考
え
る()。
ま
た
「
心
第
一
」
な
る
ダ
ラ
ニ
の
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よ
う
な
も
の
も
見
ら
れ
、
更
に
、
後
半
に
は
公
案
の
よ
う
な
禅
語
を
列
挙
し
て
い
る
。
言
う
な
れ
ば
、
如
来
蔵
思
想
の
仏
性
論
に
基

づ
く
「
心
即
仏
」
を
説
き
、
そ
の
功
徳
を
現
世
利
益
と
結
び
つ
け
て
い
る
講
会
文
書
で
あ
る
。

一
方
『
見
性
成
仏
論
』
は
、
問
答
に
入
る
前
に
菩
提
達
磨
の
経
歴
を
述
べ
、
そ
の
後
、
法
を
嗣
ぐ
禅
師
ら
が
機
を
得
て
頓
悟
し
た

様
子
を
描
く()。
問
答
は
長
い
も
の
か
ら
短
い
も
の
ま
で
合
計
四
十
四
に
登
る
。
前
半
は
、
菩
提
を
得
る
た
め
に
不
変
不
動
の
本
覚
に
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目
覚
め
る
こ
と
を
説
く
。
ま
た
、
八
宗
の
「
教
」
に
対
し
「
禅
宗
」
の
内
容
を
細
か
く
述
べ
る
。
後
半
は
公
案
の
よ
う
な
も
の
を
含

む
禅
問
答
の
よ
う
な
形
式
で
あ
る
。
奥
書
に
は
、「
永
仁
五
年
八
月
四
日
」
と
あ
る
。
全
体
の
構
成
は
『
景
徳
伝
灯
録
』
と
『
宗
鏡

録
』
か
ら
の
引
用
文
に
依
っ
て
い
る
部
分
が
多
い
。『
景
徳
伝
灯
録
』
か
ら
は
、
特
に
南
宗
禅
洪
州
宗
の
禅
師
た
ち
の
言
葉
を
度
々

引
用
し
て
い
る
。『
宗
鏡
録
』
か
ら
は
、「
宗
鏡
録
に
曰
く
」
と
断
っ
て
引
用
す
る
箇
所
は
四
カ
所
、
断
ら
ず
に
引
用
し
て
い
る
の
が

二
カ
所
、
計
六
カ
所
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
の
印
象
は
新
し
い
「
禅
宗
」
の
考
え
方
が
従
来
の
「
教
」
と
異
な
る
こ
と
を
示
し
た
、

所
謂
「
教
外
別
伝
」
論
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
た()。
ま
た
「
日
蓮
遺
文
」
に
は
大
日
房
能
忍
に
つ
い
て
の
記
述
が
多
く
見
ら
れ
、
能
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忍
の
思
想
が
「
教
外
別
伝
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
何
度
も
書
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
日
蓮
宗
に
よ
る
『
金
綱
集
』「
禅
見
聞
」
に

「
禅
祖
師
頌
筆
等
」
の
項
目
が
あ
り
、
そ
の
中
に
『
見
性
成
仏
義
』（
見
性
成
仏
論
』）
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
筆
者
は
『
見
性
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成
仏
論
』
は
大
日
房
能
忍
に
直
接
関
わ
る
法
語
の
よ
う
な
も
の
と
推
定
し
た()。
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さ
て
、『
成
等
正
覚
論
』
と
『
見
性
成
仏
論
』
を
比
較
し
て
み
る
と
、
先
ず
共
通
点
は
、
両
者
の
構
成
が
多
く
を
『
景
徳
伝
灯
録
』

お
よ
び
『
宗
鏡
録
』
に
依
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
後
半
に
形
式
は
す
こ
し
異
な
る
が
、
公
案
の
よ
う
な
も
の
を
含
む
よ
う

な
記
述
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
更
に
、
思
想
的
内
容
は
ど
ち
ら
も
南
宗
禅
に
見
ら
れ
る
「
心
即
仏
」
の
仏
性
論
に
基
づ
き
、「
心
性
」

や
「
一
心
」
な
ど
の
言
葉
に
絶
対
的
真
如
の
意
味
を
込
め
て
い
る
点
で
あ
る
。

次
に
異
な
る
点
で
あ
る
が
、
第
一
に
『
成
等
正
覚
論
』
が
講
会
の
儀
式
書
で
あ
る
の
に
対
し
、『
見
性
成
仏
論
』
は
問
答
形
式
を

取
っ
た
禅
講
義
書
で
あ
る
。
第
二
に
『
成
等
正
覚
論
』
で
は
ダ
ラ
ニ
を
唱
え
る
よ
う
な
現
世
利
益
を
伴
う
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、

『
見
性
成
仏
論
』
で
は
「
教
外
別
伝
」
な
ど
を
論
じ
る
禅
思
想
の
内
容
で
あ
る
。
第
三
に
『
成
等
正
覚
論
』
で
は
「
金
剛
一
乗
は
諸

仏
の
本
住
の
達
磨
な
り
」、「
五
部
曼
荼
羅
」
な
ど
真
言
密
教
を
彷
彿
と
さ
せ
る
記
述
が
あ
る
。
一
方
、『
見
性
成
仏
論
』
で
は
そ
の

よ
う
な
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
更
に
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
、『
成
等
正
覚
論
』
と
『
見
性
成
仏
論
』
に
は
内
容
的
に
は
同
義
語
等
が

あ
る
が
、
同
文
が
一
カ
所
も
見
当
た
ら
な
い
。
両
者
は
、『
景
徳
伝
灯
録
』
や
『
宗
鏡
録
』
を
引
用
し
、
基
本
的
思
想
も
同
様
で
あ

る
の
に
そ
の
方
向
性
が
些
か
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
恐
ら
く
『
成
等
正
覚
論
』
も
『
見
性
成
仏
論
』
も
大
日
房
能
忍
に
由
来
す

る
も
、
作
成
者
ま
た
は
作
成
年
代
が
異
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
前
述
し
た
如
く
『
成
等
正
覚
論
』
で

は
『
宗
鏡
録
』
の
引
用
文
を
「
日
大
師
曰
く
」
と
記
す
な
ど
、
恐
ら
く
能
忍
寂
滅
後
に
門
下
の
者
が
能
忍
の
禅
宗
思
想
を
人
々
の
現

世
利
益
の
方
向
へ
拡
大
し
作
成
し
た
儀
式
書
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、『
見
性
成
仏
論
』（
ま
た
は
『
見
性
成
仏
義
』）
は
、
能
忍
に
対

し
禅
宗
を
代
表
す
る
人
物
と
し
て
、「
禅
天
魔
」
と
称
し
た
日
蓮
及
び
そ
の
門
下
か
ら
禅
宗
の
祖
師
の
言
葉
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て

お
り
、
能
忍
自
身
が
語
っ
た
法
語
を
纏
め
た
も
の
と
見
做
す
こ
と
が
出
来
、『
成
等
正
覚
論
』
よ
り
能
忍
の
思
想
を
明
確
に
伝
え
る

文
書
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、『
見
性
成
仏
論
』
そ
の
も
の
に
能
忍
の
名
や
、
能
忍
に
繫
が
る
具
体
的
な
文
言
の
明
記
は
な
い
た

め
、
確
定
す
る
こ
と
は
出
来
ず
、
今
後
は
能
忍
、
そ
の
弟
子
達
、「
達
磨
宗
」
と
い
う
集
団
の
成
立
と
発
展
を
含
め
た
俯
瞰
的
な
研

称
名
寺
所
蔵
『
法
門
大
綱
』
に
お
け
る
禅
門
に
つ
い
て
の
考
察
（
古
瀬
）
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究
が
必
要
と
な
ろ
う
。

前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
『
法
門
大
綱
』
と
『
成
等
正
覚
論
』
及
び
『
見
性
成
仏
論
』
を
比
較
し
て
み
た
い
。

第
一
に
、
形
式
に
お
い
て
『
成
等
正
覚
論
』
は
講
会
、『
見
性
成
仏
論
』
に
お
い
て
は
諸
処
欠
損
、
虫
食
い
、
中
欠
な
ど
も
あ
り

完
全
な
形
は
見
え
な
い
が
、
そ
の
内
容
は
問
答
集
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
一
方
、『
法
門
大
綱
』
は
、
最
初
に
世
尊
、
西
天

二
八
祖
、
達
磨
の
相
伝
な
ど
を
記
し
、
そ
の
後
「
禅
門
宗
」
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
る
。
そ
の
後
は
、
ほ
と
ん
ど
が
短
い
引
用
文
を

掲
載
す
る
構
成
で
あ
り
、『
成
等
正
覚
論
』
と
も
『
見
性
成
仏
論
』
と
も
異
な
る
。
但
し
、『
法
門
大
綱
』
は
比
較
的
保
存
状
態
は
良

い
も
の
の
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
中
欠
が
あ
り
、
後
半
は
別
筆
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
全
体
像
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
お
り
、

今
後
の
更
な
る
研
究
が
不
可
欠
で
あ
る
。

第
二
に
、
引
用
文
で
あ
る
が
、『
成
等
正
覚
論
』
と
『
見
性
成
仏
論
』
は
、
多
く
を
『
景
徳
伝
灯
録
』
や
『
宗
鏡
録
』
に
依
っ
て

い
る
が
、『
法
門
大
綱
』
で
は
『
景
徳
伝
灯
録
』
や
『
宗
鏡
録
』
か
ら
の
引
用
は
見
ら
れ
ず
、
代
わ
り
に
『
血
脈
譜
』、
宗
密
、『
金

剛
般
若
経
』、『
起
信
論
』、
慈
覚
大
師
将
来
記
、
智
證
大
師
将
来
記
、
法
照
禅
師
、
圜
悟
語
録
、『
天
台
小
止
観
』、『
坐
禅
儀
（
如
如

居
士
）』
等
々
、
禅
宗
に
限
ら
ず
天
台
系
か
ら
も
幅
広
く
引
用
し
て
い
る
。『
成
等
正
覚
論
』
と
『
見
性
成
仏
論
』
は
当
時
新
し
く
入

手
し
た
と
思
わ
れ
る
禅
籍
に
依
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、『
法
門
大
綱
』
は
恐
ら
く
比
叡
山
系
の
寺
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
伝
統

的
な
禅
関
係
の
書
籍
、
天
台
止
観
等
に
加
え
、
宋
代
の
禅
語
録
な
ど
も
書
き
添
え
て
い
る
。

第
三
に
、『
法
門
大
綱
』
に
は
、
菩
提
を
得
る
た
め
に
坐
禅
と
と
も
に
念
仏
行
を
遂
行
す
る
が
、『
成
等
正
覚
論
』
に
は
「
自
心
即

仏
」
の
宗
の
力
を
得
て
「
行
を
修
め
ず
し
て()」
菩
提
を
得
る
と
言
う
。
一
方
、『
見
性
成
仏
論
』
に
は
、
傅
大
士
の
「
此
の
門
に
入

72

る
も
の
は
端
坐
成
仏
す
」
の
こ
と
ば
を
引
用
し
、
坐
禅
の
重
要
性
を
述
べ
る
が
、
念
仏
行
に
つ
い
て
批
判
す
る
よ
う
な
記
述
が
あ
る()。
73

第
四
に
、
禅
に
対
す
る
考
え
方
は
、『
法
門
大
綱
』、『
成
等
正
覚
論
』、『
見
性
成
仏
論
』
い
ず
れ
も
基
本
的
に
中
国
南
宗
禅
に
由

来
す
る
如
来
蔵
仏
性
論
及
び
頓
悟
思
想
に
基
づ
い
て
説
い
て
い
る
。
一
方
、『
法
門
大
綱
』
は
「
禅
門
宗
」
と
言
い
、
天
台
宗
の
四

称
名
寺
所
蔵
『
法
門
大
綱
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に
お
け
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禅
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つ
い
て
の
考
察
（
古
瀬
）

二
一



宗
の
禅
と
い
う
捉
え
方
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
法
華
経
』
と
は
一
線
を
画
す
よ
う
な
表
現
も
み
ら
れ
、
ま
た

『
天
台
小
止
観
』
と
禅
宗
の
『
坐
禅
儀
（
如
如
居
士
）』
を
併
記
す
る
な
ど
、
天
台
宗
の
禅
か
ら
所
謂
禅
宗
に
移
行
す
る
よ
う
な
態
度

も
取
っ
て
い
る
。
し
か
し
、『
法
門
大
綱
』
は
禅
宗
に
対
す
る
理
解
は
、『
成
等
正
覚
論
』
や
『
見
性
成
仏
論
』
の
そ
れ
に
比
べ
、
極

め
て
浅
く
実
践
的
領
域
ま
で
及
ん
で
い
な
い
。『
法
門
大
綱
』
の
構
成
も
「
禅
門
宗
」
の
部
分
で
は
坐
禅
と
念
仏
行
を
行
う
こ
と
を

主
張
す
る
が
、
他
の
部
分
は
引
用
し
た
文
言
を
持
論
に
取
り
入
れ
て
深
く
論
じ
る
と
い
う
こ
と
も
な
く
、
引
用
文
を
掲
載
す
る
の
み

で
あ
る
。

他
に
も
『
法
門
大
綱
』
に
あ
る
「
肉
骨
髄
」
得
法
説
な
ど
は
『
成
等
正
覚
論
』
や
『
見
性
成
仏
論
』
に
は
見
ら
れ
な
い
点
、『
法

門
大
綱
』
で
は
「
禅
門
宗
」
以
外
の
「
教
」
は
十
を
挙
げ
る
が
、『
見
性
成
仏
論
』
で
は
八
宗
に
禅
宗
を
加
え
た
点
等
々
、『
法
門
大

綱
』
と
『
成
等
正
覚
論
』
及
び
『
見
性
成
仏
論
』
に
共
通
点
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
解
る
。

以
上
、『
法
門
大
綱
』
と
『
成
等
正
覚
論
』
及
び
『
見
性
成
仏
論
』
と
を
比
較
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
、『
法
門
大
綱
』
と
『
成
等

正
覚
論
』
に
も
、『
法
門
大
綱
』
と
『
見
性
成
仏
論
』
に
も
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
依
る
、
ま
た
は
同
一
人
物
の
作
成
に
依
る
と
思
わ
れ

る
よ
う
な
共
通
点
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
『
法
門
大
綱
』
と
『
見
性
成
仏
論
』
に
は
「
達
磨
宗
」
と
い
う
こ
と
ば
は
見
ら
れ
ず
、

三
資
料
が
「
達
磨
宗
に
関
わ
る
文
書
」
と
い
う
前
提
は
根
拠
の
薄
い
憶
測
で
あ
る
こ
と
を
結
論
と
し
た
い
。

結

び

前
述
し
た
よ
う
に
、『
法
門
大
綱
』
は
編
集
に
お
い
て
問
題
が
あ
り
、
今
後
も
注
視
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
資
料
で
あ
る
。

禅
宗
の
資
料
と
し
て
見
る
な
ら
ば
、「
肉
骨
髄
」
得
法
説
、「
禅
門
宗
」
部
分
等
を
除
け
ば
、
メ
モ
書
き
程
度
の
資
料
集
の
よ
う
な
体

で
あ
る
が
、「
禅
門
宗
」
に
お
け
る
修
行
が
「
一
行
三
昧
」
に
よ
る
「
坐
禅
と
念
仏
」
と
表
明
し
て
い
る
禅
関
係
の
文
書
は
、
管
見

称
名
寺
所
蔵
『
法
門
大
綱
』
に
お
け
る
禅
門
に
つ
い
て
の
考
察
（
古
瀬
）
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の
及
ぶ
限
り
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
は
見
ら
れ
ず
、
極
め
て
珍
し
い
と
考
え
る()。
更
に
、『
法
門
大
綱
』
の
著
者
は
天
台
宗
の
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僧
侶
と
み
ら
れ
、
天
台
に
あ
り
な
が
ら
台
頭
し
て
き
た
禅
重
視
の
風
潮
を
理
解
し
、『
法
華
経
』
よ
り
優
れ
た
教
え
で
あ
る
こ
と
を

表
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
が
見
ら
れ
、
奥
書
に
書
か
れ
た
鎌
倉
時
代
初
期
（
一
二
世
紀
後
半
）
の
社
会
的
宗
教
的
変
革
期
を
物
語

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
明
恵
の
弟
子
証
定
が
『
禅
宗
綱
目
』
で
「
今
時
の
禅
門
、
紛
綸
と
し
て
是
非
多
端
な
り()」
と
言
う
よ

75

う
に
、
鎌
倉
期
さ
ま
ざ
ま
な
禅
門
宗
（
禅
宗
）
が
乱
れ
飛
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。『
法
門
大
綱
』
も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
だ
ろ
う

し
、『
成
等
正
覚
論
』
や
『
見
性
成
仏
論
』
も
、
今
の
よ
う
な
統
一
し
た
見
解
を
持
つ
系
統
立
っ
た
宗
派
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、

能
忍
を
核
と
す
る
も
、
作
成
者
の
意
図
を
深
く
反
映
し
た
独
立
性
の
高
い
禅
書
だ
っ
た
と
捉
え
る
方
が
正
し
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

註
(１
)
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
一
九
七
四
年
。

(２
)
訓
読
文
及
び
語
句
の
解
釈
に
つ
い
て
は
木
村
清
孝
先
生
に
ご
指
導
頂
い
た
。

(３
)
拙
稿
（
二
〇
一
五
）「
称
名
寺
所
蔵
『
法
門
大
綱
』
に
お
け
る
禅
思
想
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六
四
袞
一
、
一
一
二
頁
下
袞
一
一
三

頁
上
）

(４
)
｢傳
教
大
師
始
め
大
安
寺
行
表
和
尚
に
隨
ひ
、
禪
法
を
受
く
。
和
尚
は
此
の
宗
の
流
、
大
唐
先
福
寺
道
璿
和
尚
の
弟
子
な
り
。
大
師
御
入

唐
の
時
、
重
ね
て
天
台
山
禅
林
寺
の
翛
然
に
遇
ふ
。
傳
法
の
血
脈
、
並
び
に
牛
頭
山
法
門
等
、
叡
山
の
蔵
に
安
置
す
。
云
云
。
慈
覚
大
師
將

来
記
に
云
く
、
曹
渓
山
第
六
祖
恵
能
大
師
説
見
性
頓
教
直
了
成
佛
決
定
無
疑
法
寶
化
壇
經
一
巻
、
門
人
法
海
譯
。
智
證
大
師
將
来
記
云
く
、

曹
渓
能
大
師
、
壇
經
一
巻
、
達
磨
宗
系
圖
同
じ
く
こ
れ
を
渡
す
。」（『
金
沢
禅
籍
篇
』
二
一
七
頁
上
袞
下
）

(５
)
伊
吹
敦
（
二
〇
〇
一
）『
禅
の
歴
史
』、
法
蔵
館
、
一
八
二
頁
。

(６
)
｢肉
骨
髄
」
得
法
説
に
つ
い
て
、
第
六
十
六
回
印
度
学
仏
教
学
大
会
（
二
〇
一
五
年
九
月
）
発
表
後
、
石
井
修
道
先
生
か
ら
、
そ
れ
が

称
名
寺
所
蔵
『
法
門
大
綱
』
に
お
け
る
禅
門
に
つ
い
て
の
考
察
（
古
瀬
）
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「
宗
密
撰
『
中
華
伝
心
地
禅
門
師
資
承
襲
図
』
に
あ
る
と
呼
ぶ
べ
き
で
は
な
く
『
裴
休
拾
遺
問
』
に
あ
る
と
言
う
べ
き
」
と
の
ご
教
示
を
頂

い
た
。
更
に
先
生
の
玉
稿
「
真
福
寺
文
庫
所
蔵
の
『
裴
休
拾
遺
問
』
の
翻
刻
」（『
禅
学
研
究
』
六
〇
）
を
わ
ざ
わ
ざ
コ
ピ
ー
し
て
頂
き
、
拙

宅
へ
お
送
り
頂
い
た
。
こ
こ
に
甚
深
の
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。（
但
し
、
本
論
で
『
続
蔵
』
か
ら
引
用
す
る
場
合
、『
中
華
伝
心
地
禅
門
師
資

承
襲
図
』
と
し
た
。）

(７
)
石
井
修
道
（
一
九
八
二
）「
圭
峯
宗
密
の
肉
骨
髄
得
法
説
の
成
立
背
景
に
つ
い
て
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
三
〇
袞
二
）、
同
（
一
九
八

七
）「
第
七
節

皮
肉
骨
髄
得
法
説
の
成
立
背
景
に
つ
い
て
」『
宋
代
禅
宗
史
の
研
究
』、
大
東
出
版
、
一
〇
五
袞
一
二
二
頁
。

(８
)
｢如
是
開
示
靈
知
之
心
。
即
是
眞
性
與
佛
無
異
。
故
顯
示
真
心
即
性
教
也
」『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
上
之
一
（『
大
正
蔵
』
四
八
、
四
〇
五

上
）

(９
)
｢荘
子
」
か
。

(
)
｢故
但
以
心
傳
心
不
立
文
字
。
顯
宗
破
執
。
故
有
斯
言
。
非
離
文
字
說
解
脫
也
」『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
巻
上
之
一
（『
大
正
蔵
』
四
八
、

10
四
〇
〇
中
）

(
)
｢達
摩
善
巧
揀
文
傳
心
。
標
舉
其
名
（
心
是
名
也
）
默
示
其
體
（
知
是
心
也
）」『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
巻
上
之
二
（『
大
正
蔵
』
四
八
、
四

11
〇
五
中
）

(
)
｢若
得
善
友
開
示
、
頓
悟
空
寂
之
知
。
知
且
無
念
無
形
、
誰
爲
我
相
人
相
。
覺
諸
相
空
、
眞
心
無
念
。
念
起
即
覺
、
覺
之
即
無
。
修
行
妙

12
門
、
唯
在
此
也
。
故
雖
備
修
萬
行
、
唯
以
無
念
爲
宗
。」『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
巻
上
之
一
（『
大
正
蔵
』
四
八
、
四
〇
三
上
）

(
)
例
え
ば
、「
若
不
指
示
現
今
了
了
常
知
不
昧
是
自
心
者
。
說
何
為
無
為
無
相
等
耶
。
是
知
諸
教
只
說
此
知
無
生
滅
等
也
。
故
荷
澤
於
空
無

13
相
處
指
示
知
見
。
令
人
認
得
。
便
覺
自
心
。
經
生
越
世
。
永
無
間
斷
。
乃
至
成
佛
也
。
荷
澤
収
束
無
為
無
住
。
乃
至
不
可
說
等
種
種
之
言
。

但
云
空
寂
知
。
一
切
攝
盡
。」『
中
華
伝
心
地
禅
門
師
資
承
襲
図
』（『
續
藏
』
六
三
、
三
四
下
）。
ま
た
は
「
荷
澤
宗
者
。
尤
難
言
述
。
是
釋

迦
降
出
。
達
磨
遠
來
之
本
意
也
。
將
前
望
此
。
此
乃
逈
異
於
前
。
將
此
攝
前
。
前
即
全
同
於
此
。
故
難
言
也
。
今
強
言
之
。
謂
諸
法
如
夢
。

称
名
寺
所
蔵
『
法
門
大
綱
』
に
お
け
る
禅
門
に
つ
い
て
の
考
察
（
古
瀬
）

二
四



諸
聖
同
說
。
塵
境
本
空
。
空
寂
之
心
。
靈
知
不
昧
。
即
此
空
寂
寂
知
。
是
前
達
磨
所
傳
空
寂
心
也
。
任
迷
任
悟
。
心
本
自
知
。
不
藉
緣
生
。

不
因
境
起
。
迷
時
煩
惱
亦
知
。
非
煩
惱
。
悟
時
神
變
亦
知
。
知
非
神
變
。
然
知
之
一
字
。（
中
略
）
若
得
善
友
開
示
。
頓
悟
空
寂
之
知
。
知

且
無
念
無
形
。
誰
為
我
相
人
相
。
覺
諸
相
空
。
真
心
無
念
。
念
起
即
覺
。
覺
之
即
無
。
修
行
妙
門
唯
在
此
也
。
故
雖
備
修
萬
行
。
唯
以
無
念

為
宗
。」『
中
華
伝
心
地
禅
門
師
資
承
襲
図
』（『
続
蔵
』
六
三
、
三
三
下
袞
三
四
上
）

(
)
胡
適
（
一
九
六
八
）『
敦
煌
唐
寫
本
神
會
和
尚
遺
集
』、
胡
適
記
念
館
、
二
二
八
頁
。

14(
)
｢謂
諸
宗
始
祖
即
是
釋
迦
。
經
是
佛
語
。
禪
是
佛
意
。
諸
佛
心
口
必
不
相
違
。」『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
巻
上
之
一
（『
大
正
蔵
』
四
八
、
四

15
〇
〇
中
）

(
)
例
え
ば
、
馬
祖
は
「
即
心
即
佛
」（『
景
徳
伝
灯
録
』
第
七
、『
大
正
蔵
』
五
一
、
二
五
二
中
）
と
言
い
、
黄
檗
は
「
汝
心
是
佛
。
佛
即
是

16
心
。」（『
黃
檗
断
際
禅
師
宛
陵
録
』、『
大
正
蔵
』
四
八
、
三
八
五
中
）。
と
言
う
。
臨
済
に
至
っ
て
は
、「
三
乗
十
二
分
教
、
皆
是
拭
不
浄
故

紙
。」（「
一
切
の
仏
典
は
す
べ
て
不
浄
を
拭
う
反
故
紙
だ
」
入
矢
義
高
（
一
九
八
九
）『
臨
済
録
』、
岩
波
文
庫
、
八
三
袞
八
四
頁
）
と
経
典

に
依
る
修
行
を
非
と
す
る
。

(
)
『金
沢
禅
籍
篇
』、
一
八
一
頁
上
。

17(
)
筆
者
は
『
見
性
成
仏
論
』
を
大
日
房
能
忍
の
法
語
の
よ
う
な
も
の
と
推
定
し
た
。（
拙
稿
（
二
〇
〇
八
）「『
見
性
成
佛
論
』
の
基
本
的
性

18
格
に
関
す
る
一
考
察
」『
仙
石
山
論
集
』
四
、
他
）

(
)
管
基
久
子
氏
が
『
十
宗
要
道
記
』
に
書
か
れ
た
「
教
」
と
「
経
」
の
問
題
点
を
議
論
し
て
い
る
。（「
中
世
禅
の
仏
語
観
袞
円
爾
弁
円
と
無

19
住
一
円
袞
」『
日
本
思
想
史
学
』
三
八
、
二
〇
〇
八
年
）
も
し
『
十
宗
要
道
記
』
の
著
者
が
『
見
性
成
仏
論
』
か
ら
宗
密
の
言
葉
を
引
用
し

た
と
考
え
れ
ば
、
一
つ
の
回
答
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(
)
筆
者
は
『
顕
密
問
答
鈔
』
の
「
禅
門
の
人
」
は
大
日
房
能
忍
を
指
し
て
い
る
と
推
測
し
た
。（
拙
稿
（
二
〇
一
一
）「『
見
性
成
仏
論
』
と

20
『
顕
密
問
答
鈔
』
の
「
禅
門
の
人
」
の
関
係
に
つ
い
て
」『
仙
石
山
仏
教
学
論
集
』
六
）

称
名
寺
所
蔵
『
法
門
大
綱
』
に
お
け
る
禅
門
に
つ
い
て
の
考
察
（
古
瀬
）

二
五



(
)
｢顕
教
の
円
人
、
初
住
に
登
る
時
、
皆
真
言
に
入
る
。」（『
十
宗
要
道
記
』
は
『
禅
宗
』
二
一
〇
、
一
五
頁
。『
顕
密
問
答
鈔
』
は
『
続
真

21
言
宗
全
書
』
二
三
、
三
四
上
）

(
)
小
林
円
照
（
一
九
六
一
）「
一
行
三
昧

私
考
袞
禅
用
語
の
研
究
に
つ
い
て
の
一
試
論

そ
の
一
袞
」（『
禅
学
研
究
』
五
一
）、
同
（
一
九

22
六
一
）「
禅
に
お
け
る
一
行
三
昧
の
意
義
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
九
袞
一
）、
同
（
一
九
七
六
）「
一
行
三
昧
論
」（『
日
本
仏
教
学
会
年

報
』
四
一
）

(
)
前
掲
、「
一
行
三
昧

私
考
袞
禅
用
語
の
研
究
に
つ
い
て
の
一
試
論

そ
の
一
袞
」、
一
七
六
頁
下
。

23(
)
『文
殊
師
利
般
若
経
』
の
「
一
行
三
昧
」
以
外
に
、『
大
宝
積
経
』
卷
一
〇
四
に
あ
る
「
一
行
に
専
念
す
る
」
の
意
味
も
あ
る
。（「
時
彼
善

24
住
意
天
子
。
復
白
文
殊
師
利
言
。
大
士
。
所
言
禪
行
比
丘
。
何
等
名
為
禪
行
比
丘
耶
。
文
殊
師
利
言
。
天
子
。
若
彼
比
丘
。
於
一
切
法
但
取

一
行
。
極
隨
順
者
。
所
謂
無
生
。
是
為
禪
行
。」『
大
正
蔵
』
一
一
、
五
八
六
下
）。
証
真
撰
『
天
台
真
言
二
宗
同
異
章
』
に
あ
る
「
達
磨
宗

者
是
天
台
四
種
三
昧
中
常
坐
一
行
三
昧
也
」（『
大
正
蔵
』
七
四
、
四
二
〇
中
）
は
『
大
宝
積
経
』
の
「
一
行
に
専
念
す
る
」
の
意
で
あ
ろ
う
。

(
)
前
掲
、
小
林
円
照
「
一
行
三
昧

私
考
袞
禅
用
語
の
研
究
に
つ
い
て
の
一
試
論

そ
の
一
袞
」、
一
七
七
頁
上
。

25(
)
同
、
一
七
八
頁
上
。

26(
)
以
上
、
主
に
前
掲
、
小
林
円
照
「
一
行
三
昧

私
考
袞
禅
用
語
の
研
究
に
つ
い
て
の
一
試
論

そ
の
一
袞
」、
同
「
一
行
三
昧
論
」
に
依

27
っ
た
。

(
)
｢第
五
。
唐
朝
蘄
州
雙
峯
山
道
信
禪
師
後
。
其
信
禪
師
。
再
敞
禪
門
。
宇
內
流
布
。
有
菩
薩
戒
法
一
本
。
及
制
入
道
安
心
要
方
便
法
門
。

28
為
有
緣
根
熟
者
。
說
我
此
法
。
要
依
楞
伽
經
。
諸
佛
心
第
一
。
又
依
文
殊
說
般
若
經
。
一
行
三
昧
。
即
念
佛
心
是
佛
。
妄
念
是
凡
夫
。
文
殊

說
般
若
經
云
。
文
殊
師
利
言
。
世
尊
。
云
何
名
一
行
三
昧
佛
。
法
界
一
相
。
繫
緣
法
界
。
是
名
一
行
三
昧
。
如
法
界
緣
不
退
不
壞
。
不
思
議

無
礙
無
相
。
善
男
子
善
女
人
。
欲
入
一
行
三
昧
。
應
處
空
閑
。
捨
諸
亂
意
。
不
取
相
貌
。
繫
心
一
佛
。
專
稱
名
字
。
隨
佛
方
便
所
。
端
身
正

向
。
能
於
一
佛
。
念
念
相
續
。
即
是
念
中
。
能
見
過
去
未
來
現
在
諸
佛
。」『
楞
伽
師
資
記
』（『
大
正
蔵
』
八
五
、
一
二
八
六
下
袞
一
二
八
七

称
名
寺
所
蔵
『
法
門
大
綱
』
に
お
け
る
禅
門
に
つ
い
て
の
考
察
（
古
瀬
）

二
六



上
）

(
)
田
中
良
昭
訳
『
大
乗
仏
典

中
国
・
日
本
』
一
一
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
九
年
、
五
〇
頁
。「
若
有
初
心
學
坐
禪
者
。
依
觀
無
量
壽
經

29
端
坐
正
念
。
閉
目
合
口
。
心
前
平
視
隨
意
近
遠
。
作
一
日
想
守
真
心
。
念
念
莫
住
。
即
善
調
氣
息
。
莫
使
乍
麁
乍
細
。
則
令
人
成
病
苦
。」

『
最
上
乗
論
』（『
大
正
蔵
』
四
八
、
三
七
八
上
袞
中
）

(
)
｢第
七
。
唐
朝
荊
州
玉
泉
寺
大
師
。
諱
秀
。（
中
略
）
則
天
大
聖
皇
后
。
問
神
秀
禪
師
曰
。
所
傳
之
法
。
誰
家
宗
旨
。
答
曰
。
稟
蘄
州
東
山

30
法
門
。
問
。
依
何
典
誥
。
答
曰
。
依
文
殊
說
般
若
經
一
行
三
昧
。
則
天
曰
。
若
論
修
道
。
更
不
過
東
山
法
門
。」『
楞
伽
師
資
記
』（『
大
正

蔵
』
八
五
、
一
二
九
〇
上
）

(
)
｢問
。
如
經
說
言
。
至
心
念
佛
。
必
得
往
生
西
方
淨
土
。
以
此
一
門
。
即
應
成
佛
。
何
假
觀
心
。
求
於
解
脫
。
答
。
夫
念
佛
者
。
當
須
正

31
念
。
了
義
為
正
。
不
了
義
為
邪
。
正
念
必
得
往
生
。
邪
念
云
何
到
彼
哉
。
佛
者
覺
也
。
所
謂
覺
察
身
心
。
勿
令
起
惡
也
。
念
者
憶
也
。
所
謂

憶
持
戒
行
。
不
忘
精
進
。
了
如
是
義
。
名
之
為
念
。
故
知
念
在
於
心
。
非
在
於
言
。
因
筌
求
魚
。
得
魚
忘
筌
。
因
言
求
意
。
得
意
忘
言
。
既

稱
念
佛
之
名
。
須
知
念
佛
之
道
。
若
心
無
實
。
口
誦
空
名
。
三
毒
內
臻
。
人
我
塡
臆
。
將
無
明
心
。
向
外
求
佛
。
徒
爾
虛
功
。
且
如
誦
之
與

念
。
義
理
懸
殊
。
在
口
曰
誦
。
在
心
曰
念
。
故
知
念
從
心
起
。
名
為
覺
行
之
門
。
誦
在
口
中
。
即
是
音
聲
之
相
。
執
外
求
理
。
終
無
是
處
。

故
知
過
去
諸
聖
所
修
念
佛
。
皆
非
外
說
。
只
推
內
心
。
心
即
眾
善
之
源
。
心
為
萬
德
之
主
。
涅
槃
常
樂
。
由
真
心
生
。
三
界
輪
迴
亦
從
心
起
。

心
是
出
世
之
門
戶
。
心
是
解
脫
之
關
津
。
知
門
戶
者
豈
慮
難
入
。
識
關
津
者
何
憂
不
通
。」『
破
相
論
』（『
大
正
蔵
』
四
八
、
三
六
九
上
袞

中
）

(
)
前
掲
、
胡
適
、
二
八
八
頁
。

32(
)
前
掲
、
胡
適
、
二
九
七
頁
。

33(
)
前
掲
、
胡
適
、
三
〇
八
頁
。

34(
)
｢善
知
識
，
一
行
三
昧
者
，
於
一
切
處
行
住
坐
臥
，
常
行
一
直
心
是
也
。
淨
名
云
直
心
是
道
場
，
直
心
是
淨
土
。
莫
心
行
諂
曲
，
口
但
說

35
称
名
寺
所
蔵
『
法
門
大
綱
』
に
お
け
る
禅
門
に
つ
い
て
の
考
察
（
古
瀬
）

二
七



直
，
口
說
一
行
三
昧
，
不
行
直
心
。
但
行
直
心
，
於
一
切
法
勿
有
執
著
。」『
六
祖
大
師
法
宝
壇
経
』（『
大
正
蔵
』
四
八
、
三
五
二
下
）

(
)
｢善
知
識
若
欲
入
甚
深
法
界
及
般
若
三
昧
者
、
須
修
般
若
行
、
持
誦
金
剛
般
若
經
、
即
得
見
性
。
當
知
此
經
功
德
無
量
無
邊
」『
六
祖
大
師

36
法
宝
壇
経
』（『
大
正
蔵
』
四
八
、
三
五
〇
下
）

(
)
『禅
源
諸
詮
集
都
序
』
巻
上
之
一
（『
大
正
蔵
』
四
八
、
三
九
九
中
）

37(
)
前
掲
、
小
林
円
照
「
一
行
三
昧
論
」、
一
六
一
頁
。

38(
)
千
葉
正
（
二
〇
一
一
）「
円
珍
に
お
け
る
禅
宗
理
解
」、『
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
』（
第
一
二
回
）、
二
二
四
頁
下
袞

39
二
二
五
頁
下
。

(
)
但
し
、「
禅
門
宗
」
の
表
現
が
常
に
天
台
宗
に
お
け
る
四
宗
の
「
禅
」
を
示
す
か
否
か
は
、『
顕
密
問
答
鈔
』
の
「
禅
門
の
人
」
の
内
容
な

40
ど
か
ら
、
更
な
る
研
究
が
必
要
か
と
考
え
る
。

(
)
『金
沢
禅
籍
篇
』、
二
一
四
頁
上
。

41(
)
前
掲
、
拙
稿
、「
称
名
寺
所
蔵
『
法
門
大
綱
』
に
お
け
る
禅
思
想
」、
一
一
三
頁
上
袞
下
。

42(
)
『傳
教
大
師
全
集
』
一
巻
（
日
本
仏
書
刊
行
会
、
一
九
六
六
年
、
二
〇
七
頁
）

43(
)
同
、
二
一
〇
頁
。

44(
)
伊
吹
敦
（
一
九
九
七
）「
最
澄
が
傳
え
た
初
期
禪
宗
文
獻
に
つ
い
て
」、『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
二
三
、
一
六
一
袞
一
七
九
頁
。

45(
)
『万
善
同
帰
集
』
巻
上
『
大
正
蔵
』
四
八
、
九
六
八
中
）

46(
)
以
上
、
荻
須
純
道
（
一
九
五
八
）「
宋
代
に
お
け
る
念
仏
禅
の
源
流
」（『
龍
谷
史
壇
』
四
四
）
を
参
照
し
た
。

47(
)
『金
沢
禅
籍
篇
』、
二
一
九
頁
上
。

48(
)
『摩
訶
止
観
』
巻
二
（『
大
正
蔵
』
四
六
、
一
一
上
袞
中
）

49(
)
関
口
真
大
校
注
『
摩
訶
止
観
』
上
、
岩
波
文
庫
、
一
九
六
六
年
、
七
二
袞
七
三
頁
。

50
称
名
寺
所
蔵
『
法
門
大
綱
』
に
お
け
る
禅
門
に
つ
い
て
の
考
察
（
古
瀬
）

二
八



(
)
『摩
訶
止
観
』
巻
二
（『
大
正
蔵
』
四
六
、
一
一
中
）

51(
)
前
掲
、
関
口
真
大
校
注
、
七
三
頁
。

52(
)
前
掲
、
小
林
円
照
「
一
行
三
昧

私
考
袞
禅
用
語
の
研
究
に
つ
い
て
の
一
試
論

そ
の
一
袞
」、
一
八
七
頁
。

53(
)
｢於
是
。
文
殊
師
利
菩
薩
。
又
說
偈
言
。
諸
法
唯
心
造
。
了
心
不
可
得
。
常
依
此
修
行
。
是
名
真
實
相
」『
広
清
涼
伝
』
巻
中
（『
大
正
蔵
』

54
五
一
、
一
一
一
四
下
）

(
)
｢總
標
雖
然
。
於
中
有
二
。
一
者
。
隨
事
發
心
。
二
者
。
順
理
發
心
。（
中
略
）
所
言
順
理
而
發
心
者
。
信
解
諸
法
皆
如
幻
夢
。
非
有
非
無
。

55
離
言
絕
慮
。
依
此
信
解
。
發
廣
大
心
。
雖
不
見
有
煩
惱
善
法
。
而
不
撥
無
可
斷
可
修
。
是
故
雖
願
悉
斷
悉
修
。
而
不
違
於
無
願
三
昧
。
雖
願

皆
度
無
量
有
情
。
而
不
存
能
度
所
度
。
故
能
順
隨
於
空
無
相
。
如
經
言
。
如
是
滅
度
無
量
眾
生
。
實
無
眾
生
得
滅
度
者
。
乃
至
廣
說
故
。
如

是
發
心
。
不
可
思
議
。
是
明
順
理
發
心
相
也
」
元
暁
撰
『
両
巻
無
量
寿
経
宗
要
』（『
大
正
蔵
』
三
七
、
一
二
八
下
）

(
)
塚
本
善
隆
『
唐
中
期
の
浄
土
宗
』、
法
蔵
館
、
一
九
七
五
年
、
一
九
八
頁
。

56(
)
『浄
土
土
五
会
念
仏
略
法
事
儀
讃
』
巻
一
（『
大
正
蔵
』
四
七
、
四
七
六
中
）

57(
)
『浄
土
念
仏
誦
経
観
行
儀
』
巻
下
（『
大
正
蔵
』
八
五
、
一
二
六
四
下
袞
一
二
六
五
上
）

58(
)
｢『
成
等
正
覚
論
』
と
書
体
に
於
い
て
類
似
性
が
見
受
け
ら
れ
る
。
或
い
は
内
容
的
に
も
関
連
す
る
も
の
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。」（
河
村

59
孝
道
「
総
説
・
解
題
」『
成
等
正
覚
論
』、『
金
沢
禅
籍
篇
』
一
九
七
四
年
、
二
七
五
頁
上
）

(
)
和
田
有
希
子
「『
禅
家
説
』
の
解
題
」、『
中
世
禅
籍
叢
刊
』
第
三
巻
「
達
磨
宗
」、
二
〇
一
五
年
、
六
〇
五
頁
。
尚
、
和
田
氏
は
『
金
沢
禅

60
籍
篇
』
に
お
け
る
『
見
性
成
仏
論
』
の
解
説
「
然
も
『
成
等
正
覚
論
』
と
共
に
多
分
に
日
本
達
磨
宗
乃
至
は
法
灯
派
に
関
り
を
有
っ
た
節
が

感
ぜ
ら
れ
る
」（
二
七
三
頁
下
）、『
成
等
正
覚
論
』
の
解
説
「
達
磨
宗
の
研
究
は
、
こ
の
文
献
に
か
ぎ
ら
な
い
の
で
改
め
て
検
討
す
べ
き
問

題
が
生
じ
て
来
た
よ
う
で
あ
り
…
」（
二
七
四
頁
下
）、『
法
門
大
綱
』
の
解
説
「『
成
等
正
覚
論
』
と
書
体
に
於
い
て
類
似
性
が
見
受
け
ら
れ

る
。
或
は
内
容
的
に
も
関
連
す
る
も
の
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
」（
二
七
五
頁
上
）
な
ど
か
ら
、
三
資
料
は
「
達
磨
宗
」
関
連
の
資
料
と
判

称
名
寺
所
蔵
『
法
門
大
綱
』
に
お
け
る
禅
門
に
つ
い
て
の
考
察
（
古
瀬
）

二
九



断
し
た
、
と
メ
ー
ル
で
お
答
え
頂
い
た
。

(
)
拙
稿
で
能
忍
の
死
亡
は
一
二
〇
四
年
袞
一
二
一
九
年
と
推
定
し
た
。（「
再
考
袞
大
日
房
能
忍
と
「
達
磨
宗
」
袞
」、『
鶴
見
大
学
仏
教
文
化

61
研
究
所
紀
要
』
一
八
、
一
六
九
頁
）

(
)
和
田
有
希
子
「
能
忍
一
門
と
「
達
磨
宗
」」、『
中
世
禅
籍
叢
刊
』
第
三
巻
「
達
磨
宗
」、
二
〇
一
五
年
、
五
四
〇
頁
袞
五
四
九
頁
。

62(
)
道
津
綾
乃
「
天
台
僧
徒
か
ら
み
た
達
磨
宗
」、
同
上
、
五
二
四
頁
袞
五
三
九
頁
。

63(
)
例
え
ば
、『
聖
光
上
人
伝
』
は
「
昔
、
大
日
禪
師
な
る
者
有
り
。
好
ん
で
理
論
を
索
め
、
妙
に
祖
意
に
契
う
。
遂
に
文
治
五
年
の
夏
、
使

64
を
宋
國
に
遣
わ
し
、
法
を
佛
照
に
請
わ
令
む
。【
育
王
山
の
長
老
な
り
】
佛
照
、
印
可
し
祖
號
を
賜
う
。
是
に
於
て
禪
師
、
院
奏
を
経
て
達

磨
宗
を
弘
む
。
爰
に
上
人
彼
の
禪
室
に
至
り
、
難
じ
て
法
門
を
問
う
。
不
斷
惑
の
成
佛
【
宗
門
の
意
】、
宗
鏡
録
の
三
章
【
標
章
と
問
答
と

引
證
な
り
】、
天
台
宗
の
三
諦
【
空
假
中
】、
達
磨
宗
の
五
宗
【
潙
仰
宗
、
臨
済
宗
、
雲
門
宗
、
法
眼
宗
、
曹
洞
宗
】
等
な
り
。
禪
師
口
を
閉

じ
舌
を
結
び
、
答
え
ず
し
て
讃
じ
て
曰
く
、
汝
は
是
れ
文
殊
師
利
菩
薩
、
我
を
訓
え
ん
が
為
に
來
れ
る
か
云
云
。
禪
師
の
門
資
【
心
蓮
得
業
、

三
位
闍
梨
な
り
】
皆
な
、
赧
然
と
し
て
輔
せ
ざ
る
な
り
。」
と
、「
大
日
禪
師
」（
大
日
房
能
忍
）
の
弘
め
た
の
も
、
中
国
の
禅
宗
五
家
（【
潙

仰
宗
、
臨
済
宗
、
雲
門
宗
、
法
眼
宗
、
曹
洞
宗
】）
も
同
じ
達
磨
宗
と
表
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
代
は
達
磨
宗
＝
禅
宗
で
あ
っ
た
と

理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
証
真
撰
『
天
台
真
言
二
宗
同
異
章
』
に
お
け
る
達
磨
宗
と
は
、
安
然
の
『
教
時
諍
論
』
を
引
用
し
て
、「
故

教
時
諍
云
。
圓
教
有
門
攝
眞
言
宗
。
圓
教
空
門
攝
達
磨
宗
云
云
。
私
云
、
達
磨
宗
者
是
天
台
四
種
三
昧
中
常
坐
一
行
三
昧
也
。
眞
言
宗
者
是

第
四
非
行
非
坐
三
昧
攝
諸
經
行
法
。」、『
大
正
蔵
』
七
四
、
四
二
〇
中
）
と
言
う
。
安
然
の
『
教
時
諍
論
』
で
は
「
圓
教
空
門
攝
禪
門
傳
。

圓
教
有
門
攝
眞
言
教
」（『
教
時
諍
論
』、『
大
正
蔵
』
七
五
、
三
六
九
上
）
と
言
い
、「
禅
門
」
で
あ
る
。
上
述
し
た
よ
う
に
「
禅
門
（
宗
）」

と
は
、
天
台
宗
の
中
の
四
宗
の
一
つ
を
指
す
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
証
真
が
安
然
の
著
述
の
「
禅
門
」
を
「
達
磨
宗
」
と
言
う
特
別
な
集

団
の
意
味
に
変
え
た
の
で
は
な
く
、「
禅
門
（
宗
）」
を
そ
の
当
時
の
言
い
方
の
「
達
磨
宗
」
と
言
い
換
え
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
参
照
、
山
口
興
順
（
一
九
九
六
）「
日
本
禅
宗
に
お
け
る
安
然
『
教
時
諍
論
』
の
位
置
」『
天
台
学
報
』
三
八
）
更
に
、『
悲
想
伝
授
抄
』
に

称
名
寺
所
蔵
『
法
門
大
綱
』
に
お
け
る
禅
門
に
つ
い
て
の
考
察
（
古
瀬
）

三
〇



は
「
達
磨
宗
は
理
教
な
り
。
大
日
御
房
云
く
、
達
磨
宗
は
顕
密
二
宗
を
超
ゆ
。
是
れ
心
宗
な
り
云
々
。
葉
上
房
僧
正
榮
西
云
々
。
真
言
三
密

の
中
の
意
密
な
り
。
両
義
會
合
す
べ
し
。
云
云
」
と
あ
り
、「
大
日
御
房
」
も
「
葉
上
房
僧
正
榮
西
」
も
「
達
磨
宗
」
の
範
疇
に
あ
る
。
加

え
て
、「
大
日
御
房
云
く
、
達
磨
宗
は
顕
密
二
宗
を
超
ゆ
。」（
大
日
房
能
忍
は
、
達
磨
宗
は
顕
密
二
宗
を
超
え
て
い
る
、
と
云
う
。）
は
、
ま

さ
し
く
大
日
房
能
忍
の
考
え
を
述
べ
た
箇
所
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
日
蓮
遺
文
」『
法
門
可
被
申
様
之
事
』
に
「
叡
山
の
正
法

の
失
る
ゆ
え
に
、
大
天
魔
日
本
國
に
出
來
し
て
、
法
然
大
日
等
が
身
に
入
、
此
等
が
身
を
橋
と
し
て
王
臣
等
の
御
身
に
う
つ
り
住
み
、
か
へ

り
て
叡
山
三
千
人
に
入
る
ゆ
え
に
、
師
檀
中
不
和
に
し
て
御
祈
禱
し
る
し
な
し
。（
中
略
）
當
世
の
天
台
眞
言
の
僧
よ
り
も
智
慧
か
し
こ
き

ゆ
え
に
、
全
く
し
か
ら
ず
禪
は
は
る
か
に
天
台
眞
言
に
超
え
た
る
極
理
な
り
。
或
は
云
く
、
諸
教
は
理
深
、
我
等
衆
生
は
解
微
な
り
。
機
教

相
違
せ
り
得
道
あ
る
べ
か
ら
ず
。
な
ん
ど
申
す
ゆ
へ
に
、（
後
略
）」
が
、
傍
証
資
料
と
な
る
。
従
っ
て
、
筆
者
が
「
能
忍
が
法
華
経
に
基
づ

く
教
え
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
た
為
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
教
外
別
伝
」
は
、「
教
」、
つ
ま
り
法
華
経
中
心
と
し
た
考
え
方
の

「
外
」
に
真
の
教
え
が
あ
る
と
唱
え
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。」
と
、
能
忍
に
つ
い
て
論
じ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
道
津
氏
は
「『
成

等
正
覚
論
』
に
『
法
華
経
』
の
影
響
を
見
て
い
る
の
で
、
達
磨
宗
に
も
『
法
華
経
』
か
ら
「
脱
却
す
る
」
考
え
は
な
い
と
み
て
い
る
。」（
前

掲
、
道
津
綾
乃
「
天
台
僧
徒
か
ら
み
た
達
磨
宗
」、
註
三
二
、
五
三
八
頁
）
と
反
論
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
（「
達
磨
宗
」
で
は
な

く
）
能
忍
の
思
想
を
（
能
忍
の
法
語
と
見
做
し
た
）『
見
性
成
仏
論
』
や
（
能
忍
に
つ
い
て
の
記
述
の
多
い
）『
日
蓮
遺
文
』
か
ら
読
み
取
っ

て
お
り
、（
能
忍
と
直
接
関
係
が
あ
る
か
否
か
不
詳
の
）『
成
等
正
覚
論
』
に
基
づ
い
て
い
な
い
。
し
か
も
、『
成
等
正
覚
論
』
に
『
法
華
経
』

か
ら
の
様
式
的
な
影
響
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
思
想
的
に
そ
の
影
響
下
に
あ
っ
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
、「
法
花

等
の
諸
経
も
亦
た
心
の
異
名
」（
前
掲
、
石
井
修
道
『
道
元
禅
の
成
立
史
的
研
究
』、
七
〇
七
頁
）
な
ど
『
法
華
経
』
に
対
す
る
批
判
的
な
言

葉
か
ら
、
法
華
思
想
か
ら
一
歩
出
た
「
自
心
即
仏
」
の
禅
の
思
想
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(
)
『金
沢
文
庫
研
究
』
二
〇
袞
一
一
、
二
二
袞
一
二
。
ま
た
、
一
九
九
一
年
『
道
元
禅
の
成
立
史
的
研
究
』
に
再
録
。
本
論
は
こ
ち
ら
に
依

65
っ
た
。

称
名
寺
所
蔵
『
法
門
大
綱
』
に
お
け
る
禅
門
に
つ
い
て
の
考
察
（
古
瀬
）

三
一



(
)
前
掲
、
拙
稿
「
再
考
袞
大
日
房
能
忍
と
「
達
磨
宗
」
袞
」、
一
八
二
頁
。

66(
)
前
掲
、
石
井
修
道
『
道
元
禅
の
成
立
史
的
研
究
』、
六
五
三
頁
。

67(
)
も
し
、
大
胆
な
推
察
を
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、『
成
等
正
覚
論
』
で
は
大
日
房
能
忍
を
日
本
の
達
磨
大
師
と
考
え
、「
日
大
師
」
と
記
し
た
と

68
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

(
)
拙
稿
（
二
〇
〇
八
）「『
見
性
成
佛
論
』
の
基
本
的
性
格
に
関
す
る
一
考
察
」（『
仙
石
山
論
集
』
四
）
に
詳
し
い
。

69(
)
『宗
鏡
録
』
の
選
者
延
寿
が
「
教
禅
一
致
」
の
思
想
で
あ
る
の
で
、『
宗
鏡
録
』
を
引
用
し
て
い
る
『
見
性
成
仏
論
』
も
同
じ
「
教
禅
一

70
致
」
の
思
想
と
考
え
る
こ
と
に
疑
問
を
呈
し
た
。（
拙
稿
（
二
〇
一
二
）「
金
沢
文
庫
蔵
『
見
性
成
仏
論
』
に
お
け
る
『
宗
鏡
録
』
の
引
用
の

意
味
」、『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六
〇
袞
一
）『
見
性
成
仏
論
』
が
引
用
す
る
『
宗
鏡
録
』
の
文
言
は
「
教
禅
一
致
」
を
唱
え
る
部
分
で
も

な
く
、
主
張
の
内
容
は
延
寿
の
思
想
に
も
傾
倒
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。『
見
性
成
仏
論
』
は
「
一
心
」
の
こ
と
ば
が
あ
り
『
宗
鏡
録
』

か
ら
引
用
し
た
よ
う
に
も
思
え
る
が
、『
宗
鏡
録
』
に
お
け
る
「
一
心
」
は
「
仏
の
教
え
（
諸
教
の
教
義
）
す
べ
て
」
の
意
味
で
あ
る
が
、

『
見
性
成
仏
論
』
に
お
け
る
「
一
心
」
は
「
不
変
真
如
の
本
覚
」
所
謂
「
仏
性
」
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
高
柳
さ
つ
き
氏
も
指
摘
す
る

よ
う
に
（
高
柳
さ
つ
き
（
二
〇
〇
四
）「
日
本
中
世
禅
の
見
直
し
袞
聖
一
派
を
中
心
に
袞
」、『
思
想
』
九
六
〇
、
一
一
二
頁
上
）、
筆
者
も
当

時
日
本
の
僧
侶
達
の
中
で
『
宗
鏡
録
』
は
、
仏
教
百
科
全
書
の
よ
う
な
役
割
を
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
撰
者
の
思
想
に
影
響
さ
れ
る
必

要
は
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

(
)
拙
稿
、（
二
〇
一
三
）「
日
蓮
関
係
文
書
に
表
れ
る
大
日
房
能
忍
と
そ
の
禅
に
つ
い
て
」（『
多
田
孝
文
名
誉
教
授
古
稀
記
念
論
文
集
「
東
洋

71
の
慈
悲
と
智
慧
」』）、
同
（
二
〇
一
四
）「
大
日
房
能
忍
と
そ
の
禅
袞
『
日
蓮
遺
文
』
か
ら
読
み
取
る
袞
」（『
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀

要
』
一
九
）。
石
井
修
道
氏
は
「「
こ
れ
人
に
あ
ふ
な
り
」
袞
わ
が
禅
研
究
の
歩
み
袞
」（『
駒
澤
大
学
禅
研
究
所
年
報
』
二
六
、
二
〇
一
四

年
）
の
中
で
、「『
成
等
正
覚
論
』
と
い
う
資
料
を
私
が
担
当
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
日
本
達
磨
宗
の
文
献
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
も
う
一
つ
の
『
見
性
成
仏
論
』
は
、
日
本
達
磨
宗
と
直
接
関
係
あ
る
か
と
言
う
こ
と
は
、
当
時
は
断

称
名
寺
所
蔵
『
法
門
大
綱
』
に
お
け
る
禅
門
に
つ
い
て
の
考
察
（
古
瀬
）
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定
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
近
に
な
っ
て
古
瀬
珠
水
さ
ん
が
「
関
係
が
あ
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。」（
一
五
頁
）
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
筆

者
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
頂
い
た
こ
と
は
幸
甚
だ
が
、
筆
者
は
、『
見
性
成
仏
論
』
は
「
大
日
房
能
忍
に
関
わ
る
も
の
」
で
あ
り
、「
達
磨

宗
」（
日
本
達
磨
宗
）
と
い
う
集
団
の
も
の
か
否
か
不
詳
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
石
井
氏
の
見
解
に
は
少
々
違
和
感
を
覚
え
ざ
る
を
得
な
い
。

(
)
前
掲
、
石
井
修
道
『
道
元
禅
の
成
立
史
的
研
究
』、
七
一
一
頁
。

72(
)
｢信
じ
、
仰
ひ
で
佛
に
な
る
べ
し
と
は
い
え
ど
も
、
ま
さ
し
き
さ
と
り
を
ば
得
ざ
る
な
り
。
然
れ
ば
、
穢
土
を
厭
ひ
浄
土
を
願
へ
る
は
、

73
是
、
仰
ぎ
て
信
ず
る
ば
か
り
な
り
。
い
つ
か
は
ま
さ
し
く
心
に
当
た
り
て
、
浄
土
に
生
ま
る
べ
き
由
を
知
り
た
る
。
た
だ
、
信
じ
て
念
佛
す

れ
ば
生
ま
る
べ
し
、
と
日
々
思
へ
る
ば
か
り
な
り
。
是
、
即
ち
、
そ
の
人
の
名
を
ば
聞
き
て
、
信
じ
仰
ぐ
と
雖
も
、
そ
の
ひ
□
（
と
）
の
面

ま
さ
し
く
見
ざ
る
が
如
し
。
禅
宗
し
か
ら
ず
。
そ
の
人
の
名
に
聞
き
、
た
だ
ち
に
そ
の
人
の
面
を
見
て
信
ず
る
が
如
し
。
名
を
聞
く
と
、
心

は
い
づ
れ
も
変
は
ら
ざ
れ
ど
、
面
を
見
る
と
見
ざ
る
と
は
、
遥
か
に
変
は
れ
る
こ
と
な
り
。」（『
金
沢
禅
籍
篇
』
一
八
八
頁
上
袞
下
）

(
)
原
田
弘
道
氏
は
「
鎌
倉
時
代
や
南
北
朝
時
代
に
入
宋
求
法
し
た
日
本
僧
や
わ
が
国
へ
来
朝
し
て
禅
を
伝
え
た
中
国
僧
は
す
で
に
宋
代
以
後

74
禅
と
念
仏
と
を
双
修
す
る
念
仏
禅
の
傾
向
が
盛
ん
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
体
の
傾
向
と
し
て
は
純
一
な
形
に
お
い
て
禅
を
伝
え

た
。」（「
中
世
禅
宗
と
念
仏
禅
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
三
一
袞
二
、
一
九
八
三
年
、
六
一
頁
上
）
と
述
べ
る
。

(
)
『鎌
倉
旧
仏
教
』（
日
本
思
想
体
系
一
五
）、
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
、
一
七
〇
頁
。

75

〈キ
ー
ワ
ー
ド
〉
禅
門
宗
、
一
行
三
昧
、
念
仏
定
、
達
磨
宗
、『
成
等
正
覚
論
』、『
見
性
成
仏
論
』
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Summary

On Zen affiliation of the Hōmon taikō 法門大綱

Tamami Furuse

The Hōmon taikō 法門大綱 or The Great Net of the Dharma Gate, often
regarded as a Daruma-shū 達磨宗 text, has recently become the focus of a
new research interest. My paper examines the following aspects.
(1) The philosophical backbone of the Hōmon taikō relies on the

Buddha-nature doctrine as advocated by Zongmi 宗密(actually quoting
from his work). It also emphasizes sudden realization claiming that the
sublime awareness 妙覺 is attained all at once as opposed to gradual stages
taught, for instance, by the Lotus Sutra.
(2) The oneness samādhi 一行三昧 is one of the central practices in the

Hōmon taikō. The oneness samādhi first appears in the Wenshushili bore
jing 文殊師利般若經 where seated meditation and chanting the name of a
Buddha are regarded as essential ways to enter into samādhi. In the
Hōmon taikō, however, the oneness samādhi is understood through
Zongmi’s interpretation of seated meditation which, in turn, is related to the
profound samādhi of the Dasheng qixin lun 大乘起信論 , while the practice
of chanting the name of a Buddha goes back to the Tiantai classic Mohe
zhiguan 摩訶止觀 .
(3) Finally, I compare the Hōmon taikō to the Jō tōshōkaku ron 成等正

覺論 and the Kenshō jōbutsu ron 見性成佛論 in terms of structure and
citations as well as Zen doctrines. My investigation shows that the Hōmon
taikō has very little in common with these two texts. Moreover, there is no
mention of the Daruma-shū in neither the Hōmon taikō nor the Kenshō
jōbutsu ron. My conclusion, therefore, is that these texts cannot be
considered part of the Daruma-shū corpus.


